
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


を部のを称と機能(一66ページ） . 

設置と接続(一 73 ページ） . 

基本的な操作(一86ページ） . 

内蔵オプションの取り付け(一102ページ) 

巨 IOS のセットアップ(一 131 ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一 161 ページ） . 


Express サーバのを部のを称と機能についてパー 
ツ単位に説明しています。 

Express サーバの設置にふさわしい場所やラック 
への取りがけ手順、背面のコネクタへの接続につ 
いて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

別売の内蔵型オプシヨンを取りがけるときにご覧 
ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方法と内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 


割し ja みラインと I / O ポートアドレス（一 164 ぺージ） ..... Express サーバ内部のアドレスや割り A みの設定 

について説明しています。 
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各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


① 


② 


② 


フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添付のセ 
キュリテイキーで□ックすることができる（一86ページ)。 

キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリテイキーの差 
し□(一86ページ）。 

P 0 WER / SLEEP ランプ(緑色/アンノ ' C — 色） 

電源を0^こすると緑色に点灯する（^69ぺージ)。省電力 
モード（スリープ）で動作しているときにアンバー色に点灯 
する。（対応している 0 S のみで動作する）。 



④ 


⑥ 


⑥ 


⑦ 


⑧ 


⑨ 


⑩ 


STATUS ランプ(緑色/アンノ く一色/ホ色） 

Express サーバの状態を表示するランプ(一69ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点灯する。異常が起きるとア 
ンバー色/赤色に点灯または点滅する。 

DISK ACCESS ランプ(緑色/アンパー色） 

内蔵の八 ー ドディスクにアクセスしているときに緑色に点 
灯する。内蔵の八ードディスクのうち、いずれか1つでも故 
障するとアンバー色に点灯する（一70ページ)。 

ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークボードが LINK しているときに点灯し、 

ACTIVE で点滅する (-71 ページ)。丸数字の後の数字は r 1」 
が LAN ポート1用で、に」が LAN ポート2用を示す。 

100 TX ランプ(緑色） 

ネットワークポートが1 00 Mbps で動作しているときに点灯 
ずる卜71ぺージ ') 。1 0 Mbps では動作しているときに消灯 
ずる。丸数字の数字は「1」が LAN ポート1用で、に」が LAN 
ポート2用を示す。 

八ードディスクベイ 

最大2台まで搭載可能105ぺージ)。丸数字のあとの数字 
は増設順唐を示す。標準構成では⑧ -2 (SCSI ID 1のベイ）に 
ダミートレーが搭載されている。 

POWER スイッチ 

電源を ON / OFF ずるスイッチ(^87ぺージ)。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押す 
と電源を 0 FR こする。4秒]:上押し続けると強制的に電源を 
OFF にする。 

3.日インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入してデータの書き込み 
/読み化しを行う装置(^97ぺージ)。 

⑩ -1 ディスクアクセスランプ 
⑩ -2 ディスク挿入 □ 

⑩ -3 イジェクトボタン 





⑩ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM の読み出しを行う装置(一99ページ)。 

(0)-1 ディスクアクセスランプ 
⑩ -2 CD トレーイジェクトボタン 
⑩ -3 エマージェンシーホール 

⑩シリアルポート 2( C 0 M 2) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一83ペー 
ジ)。管理 PC などのコンソールの接続が可能旧 I 0 S の設定が 
必要)。なお、専用回線じ直接接続することはできません。 

⑩ハンドル 

ラックか6の引き出しやラックへ収納するときじ持つ部分。 

⑩セットスクリユー 

Express サーバをラックに固定するネジ。 

⑩ D 旧 K パワ ー/ アクセスランプ(緑色） 

取りがけている八ードディスクに電源が供給されると点灯 
し、アクセスすると点滅する（一71ページ)。 

⑩ D 旧 K 故障ランプ(アンパ’一色） 

取り付けている八ードディスクが故障すると点灯し、リビル 
ド中は点滅する（ディスクアレィ構成時のみ、^71ページ)。 
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装置背面 


装置上面のカバーを取り外した状態です。装置前面側にあるトップカバーは保守の際に取り 
外します。通常の増設などの作業では取り外す必要はありません。 


ディスクベイ（丸数字の後の数字は増設順 
唐とス□、ソト番号を示す） 

CD - ROM ドライブ 
フ □、ソピーディ スクドライブ 

冷却ファン(丸数字の後の数字はファン番 
号を示ず） 

DIMM (Slot #1に1枚標準装備） 

電源ユニット 

ライザーカード(丸数字の後の数字はス 
□、ソト番号を示す） 

マザーボード 
CPU 



① PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソト。丸数字 
の数字はス□、ソト番号を示す。 

② SCSI コネクタ 

かがけの SCSI 機器と接続する（一83ぺージ')。 

③ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（一252ページ)。 

④ シリアルポート UC 0 M 1) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一83 ⑦ 

ページ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はできません。ま 
た、専用回線に直接接続することもできません。 

⑥ USB コネクタ1 ( 左側)/ USB コネクタ2(ち側） ⑧ 

USB インタフェースに対応している機器と接統する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、一83 @ 

ページ)。 一 

( D モニタコネクタ ^ 

⑩ 

ディスプレイ装置を接統する（^83ぺージ)。 


① -2 0)-1 ⑧ ⑩ 



③ ③④⑥ ⑥⑦ -1 ⑩ -2 ⑨ 


100 BASE - TX /10 BASE-T コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一83ページ）。 
丸数字の数字は「1」が LAN ポート1で、に」が LAN ポート2を 
示す。 

7ウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（^83ぺージ)。 

キーボー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する（^83ぺージ)。 

AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット（^83ぺージ)。 


装置内部 


① ③巧④ ⑥⑥ Q ⑧⑨ 
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CPU (プ□セ、ソサ、丸数字の後の数字 
は CPU 番号） 

ぶ却ファンコネクタ（丸数字の後の数 
字はファン番号） 

DC スイ、ソチコネクタ 

シリアルポート 2 (COM2) コネクタ 

LED コネクタ 

I DE コネクタに D-ROM ドライブ用） 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 


⑩デイスクベイ 2 用 SCSI コネクタ 
(SCSI ID1) 

⑩デイスクベイ 1 用 SCSI コネクタ 
(SCSI IDO) 

〇 DIMM ソケット（丸数字の後の数字は 
DIMM 番号） 

® 電源コネクタ 

外部接続コネクタ(前ページ参照） 


® ライザーカードス□、ソト（丸数字 
の後の数字はス□、ソト番号） 

② SCS ロネクタ（② -1 は② -2 とマ 
ザーボード上の SCSI コント□一 
ラとの中継用コネクタ、② -2 は 
② -1 と内蔵用八ードディスクと 
の中継用コネクタ） 

③ リチウム電池 

④ コンフィグレーションジャンパス 
イッチ(一 162 ページ） 



ライザー カー ド 


① PCI ボー ドス□、ソト 

② ライザーカードス□ット 
接統端す 



⑥⑥③⑧③⑩⑩ 
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ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ ( の / ぶ） 

Express サーバの電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が Express サーバに供給され 
ていないときは消なします。 

Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。電源が Express サーバに 
供給されていないと POWER/SLEEP ランプが消灯します。 

省電力機能をサポートしている 0 S で Express サーバを省電カモードに切り替えるとランプが 
アンバー色に点灯します。 


STATUS ランプ ( み） 

Express サーバが正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ラ 
ンプが消なしているときや、アンバー色に点な/点滅しているときや赤色に点なしていると 
きは Express サーバになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 

• ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか （161 ページ参照）、一度電源コードを抜き差しし 
て再起動させてください。 


八—ドウ H ア編 


69 








STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作していまず。 

- 

緑色に点滅 

メモリ、または CPU が縮退した状態で 
動作していまず。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデバイス 
を石を認後、早急に交換ずることをお勤めし 
まず。 

メモリで訂正可能なエラーが頻発に起 
きたし•とを検化した。 

保守サービス会なに連絡してください。 

消灯 （ POWER ランプ消灯） 

電源が OFF になっている。 

- 

消灯 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を完了後、 
しば6くずると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし 
直してください。 POST の画面で何6かのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡 
してください。 

メモリで訂正不可能なエラーを検化し 
た。 

SMI タイムアウトを検化した。 

PCI システムエラーが発生した。 

DUMP スイ、ソチが押された。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちくださ 
い。 

アンバー色に点灯 
( POWER ランプ消灯） 

CPU または CPU ターミネータの取り 
付け不良を検化した。 

CPU 、 および CPU ターミネータが6在実に取 
り付け6れていることを磕認してくださ 
い。 

アンバー色に点灯 

温度/電圧異常を検化した。 

内部のファンにほこりやちりが付着してい 
る場合は、清掃してください。また、内部 
ファンのケーブルや、その他のケーブルが 
正し<接続されていることを磕認して<だ 
さい。それでも表示が変わ6ない場合は、 

保守サービス会なじ連絡してください。 

アンバー色に点滅 

電圧異常を検出した。 

内部のファンにほこりやちりが付着してい 
る場合は、清掃してください。また、内部 
ファンのケーブルや、その他のケーブルが 
正し<接続されていることを磕認して<だ 
さい。それでち表73^が変わ6ない場合は、 

保守サービス会なに連絡してください。 

ファンアラームを検化した。 

温度/電圧警告を検化した 

赤色に点灯 

RAS 制御部の異常を検化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


DISK ACCESS ランプ ( 目） 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチデバイスベイに取りがけられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクじアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクに障害が起きた 
ことを示します。故障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクじあるランプ 
でる在認できます。 

DISK ACCESS ランプが緑色とアンバー色の交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスクの 
リビルド(再構築)が行われていることを示します。 
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ACT / LINK ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている場合に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を 
行っているときに点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡 
してください。 


100 TX ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの通信モードが100 BASE - TX か、 10 BASE - T のどちら 
のネットワークインタフエースで動作されているかを示します。点なしているときは、 
100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作 
されていることを示します。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM じアクセスしているときに点灯します。 


3-5 インチデバイスベイのランプ 

3.5 インチデバイスベイに搭載している八ードディスクには2種類のランプがあります。 

♦ D 旧 K パワ ー /アクセスランプ (0) 

八ードディスクに電源が供給されると点なし、アクセスがあると点滅します。八ード 
ディスクの取りがけ後、 Express サーバの電源を ON にしてもこのランプが点なしない場 
合は、もう一度八ードディスクを取り付け直してください。 

♦ D 旧 K 故障ランプ(贸） 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクが故障すると点な 
します（同時に D に K パワー/アクセスランプも緑色に点なします）。 

■: ディスクアレイ （RAID1) を構成している場合は、1台のハードディスクが故障しても運 

用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築（リビルド）を行うこと 
- をお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

八ードディスクの再構築（リビルド）中は、点滅します(故障ではありません)。ディスク 
アレイ構成で、故障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビルドを行い 
ますけートリビルド機能)。リビルド中は D に K 故障ランプが点滅します個時に Express 
サーバ本体の D に K ACCESS ランプもアンバー色に点灯または点滅します）。 
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リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
じ点なします。 

M -0 リビルド中に Express サーバの電源を OFF にずると、リビルドは中断されまず。再起 
動してか5八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用するとをは次のま意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にするとオートリビルドは起 
動しません)。 

• J \- ドディスクの取りがし/取り付けの間隔は90砂上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクび存在ずる場台は、八ードディスクの交換は行わ 
ないで < ださい。 
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設置と接続 

Express サーバの設置と接続じついて説明します。 



Express サーバは EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書(添付の CD - ROM 忙 XPRESSBULDER 」 の 
中にもオンラインド丰ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



wf^rn^ 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 Mi 
ぺー ジ拟降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


ま局 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

♦ 一人で搬送•設置をしない 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

• —人で部品の取り付けをしない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 
• 定格電源を超える配線をしない 


0 

A\ 
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次に示す条件に当てはまるような場所じは、設置しないでください。これらの場所にラック 
を設置したり、ラックに Express サーバを搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

•ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

M-O ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりずると、ラック内部の温 
度び各装置か5発する熱によって上昇し、 Express サーバの動作保証温度 （1 0で〜3曰で） 
を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中にラック内部の温度び保証節囲を超 
えないようラック内部、および室内のエアフ□一について十分な検討と対策をしてくださ 
し、。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 

Express サーパをラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています）。 
ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/38 じ取りがける場合は、オプションの 「NS 143-35 
ラック取り付け用ブラケット」が必要です。取り付け手順については、 N 8143-35 ラック取 
り付け用ブラケットじ添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 






0 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定杉がの場所で使用しない 



A 注意 


爪 A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で取り付け•取りがしをしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを磕認してください。 


① 



項番 

名称 

数量 

備考 

① 

レールアセンブリ 

2 

インナーレールは装置側面に取り付け 
済み。 

② 

ネジ 

6* 

M5 ネジ、ネジ部の長さ： 10mm、 レー 
ルアセンブリをラックに固定する際に 
使用する。 

③ 

コアナット 

8 

M5 ネジ用 


* 取り付けじ使用するネジの数を示す。 


必要な工具 

ラックへ取りがけるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

本装置は NEC 製および他社ラックじ取り付けることができます。 


I n-O NEC 製のラックのラち、N8540-28/29/38への取0付けにはN8^43-3己ラック取0 
付け用ブラケットび必要となりまず。また、取り付け方法についてはN81 43-35 ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 

次の手順で装置をラックへ取り付けます。 

• コアナットの取り付け 

レールアセンブリを固定する位置に添付のコアナットを取りがけます。コアナットは 
ラックの前面(左ちとも）じを2個、背面(左ちとも）じを2個の合計8個取リイ寸けます。 

コアナットは riU (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻巧があります）。 1 U あたり、ス□ット（角穴)が3つありま 
す。3つのス□ットのうち、ラック前面側では下の2つのス□ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの内側から取りがけます。ラックの前面に取りがけたコアナット 
は、上側が Express サーバのセットスクリユーの受けとなります。下側はレールアセン 
ブリ前面の固をじ使用します。背面のコアナツトはレールアセンブリ背面の固を用とし 
て使われます。 

刻巧 


1 U 


コアナツ 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックの四角穴に引っかけてからマイナ 
スドライバなどで上側のクリ、ソプを穴に差し a みます。 


ラックの前後、左ちに取りがけたコア 
ナツトの高さが同じであることを確認 
してください。 



N 8 143-48 ケーブルアームを取りがける場合は、 
ラック背面側の左ちのフレームにはを3個のコアナッ 
卜を取り付けてください。 

(追力□するコアナット （2 個）は N 8 143-48 ケーブル 
アームの添付品です。） 


- 1 U 間のス□、ソトに 
3個のコアナット 
を取りがける 
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• レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリのスライド部を固定し 
ているネジ3本をゆるめる。 

•L 励 

ラックの奥行きに合わせてレールアセ 
ンブリの長さを調節するためです。ネ 
ジは取り外す必要はありません。ゆる 
めるだけです。 

ラ、ソクのマウント面間が700〜 715mm 
の場合は、ネジ3本をかしてレールアセ 
ンブリ背面のナットプレートを取り外 
し、ナットプレートの向きを180°回 
転させて取り付けます。このとき、ち 
図のようじネジ穴2力所を使用してナツ 
トプレートを固定します。 




2 .取り付けたコアナットを取り付けた位置 
(こレールアセンブリ前後のフレームを合 
わせる。 

I チェック I 

レールアセンブリを固定する部分のフ 
レームがラ 、ソ クのフレームよりも手前 
じあることを確認してください。 



3. レールアセンブリを支えなが6、フ□ン 
トブラケットをネジ (3 本）でラックに固 
定する。 


I チェック] 


レールアセンブリが水平に取り付け6 
れていることを確認してください。 


Express サーバのセツトスクリュー 
の 受けに使用する ネジ 



ラック前面側 



ラック背面側 
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4. 手順 1 でゆるめたネジを締めて、スライ 
ド部を固定する。 

己.もう一方のレールアセンブリを手順1〜3 
と同じ手順で取りがける。 




すで(こ取り付けているレールアセンブ 
リと同じ高さに取り付けていることを 
確認してください。 



ネジ 


• Express ヴーノ（の取り付け 


1 . 左ちのレールアセンブリのスライドレー 
ルを□ックされるまで引き化す。 


• L 回 


このときスライドレール内のベアリン 
グレールも前方に止まるまでスライド 
させておくと装置を取り付けやすくな 
ります。 



2 . 2人 JU 上で Express サーバの前面が手前(こ 
なるようにして持つ。 

3. Express サーバ 側面じあるイン ナーレー 
ルがスライドレールとベアリングレール 
に差し} A まれるようじしなが6ラックへ 
押し込む。 

ラ、ソクへ押し込む途中で□ックされま 
す。 

4. 左ちの□ックアームを押しなが6再度、 
ラ 、ソク へ押しジ^む。 


励 


スライ ド部分の機構がなじんでいない 
ため、少し抵抗感を感じますが、強く 
押し込んでください。何度か引き出 
し.押し込み動作をしていると スムー 
ズに スライ ドするようになります。 


スライドレール 
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参 Express ヴーバの固定 


1 . 

2 . 


Express サーバをラックへ完全(こ押し込 
む。 

前面の左ちにあるセットスクリューで 
ラックに固定する。 


セツ 



リユー 
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取り外し手順 

次の手順で装置をラックから取り外します。 



A ミ主意 


A 0 

A 爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で取り付け•取りがしをしない 

• 指を挟まない 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 



1. Express サーバの電源が OFR こなっていることを確認してか6、 Express サーバに接続している電 
源コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 

2 . フ□ントべゼルを取り外す。 




リユー 
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4. Express サーバをゆっくりと静かに ラ、ソ 
クか6引き化す。 

引き化している途中で□ックされます。 

己.左ちの □、ソ クレバーを押して□ックを解 
除しなが6ゆっくりとラックか6引き出 
す。 

目. Express サーバをしっかりと持ってラ、 ソ 
クか6取り外す。 

ラックの機構部品も取りかす場合は、「取 
りがけ手順」を参照して取りかして < ださ 
い。 
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Express サーバと周辺装置を接続します。 

Express サーバの背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次ページの図は Express サーバが標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位 
置を示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを Express サーバに接続し、電源 
プラグをコンセントじつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定、サーバス 
イッチユニットへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求びございました!5、保守ヴー 
ビス会社の保守員（またはシステムエンジニア）にお知5せください。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t ずるまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ似降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A を意 




装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配！;ちにしない 

♦ 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 
• 指定がのインタフェースケーブルを使用しない 
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シリアルインタフェースを 
持つ装置(管理 PC など)*2 


ぐ/ 



SCSI インタフェース 
を持装置 USB 機器*1 


八ブ(マルチポート 

US 目機器* 1 リピータ ）*3 マウス 



フェースを持つ リピータ） 

装置*2 


*1 Windows NT 4.0では対応す 
るドライバが必要です。 

*2 専用回線へ直接接続すること 
はできません。 

管理 PC などのコンソールの接 
続はシリアルポート2に01\/1) 
のみ可能です旧 IOS の設定が 
必要)。 

*3 MWA との接続は LAN ポート1 
のみ可能でず旧 IOS の設定が 
必要)。 
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• Express サーバおよび接続する周辺機器の電源を OFF にしてか 5 接続してください。 
ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express ヴーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

参 SCSI の規格によって、ケーブル長 (SCSI 機器内部の接続ケーブルを含めたケーブルの 
全長)には制限びあります。詳しくはお買い求めの販売店または保守ヴービス会社にお 
問い合わせください。 （Express サーバ内のケーブル長は 0.1m です。） 

• 接続するモデムは、 NEC の rCOMSTARZMULT 旧目0」をご使用になることをお勧め 
します。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルびか5まないよラ固定 
して < ださい。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフオーミングして 
<ださい。 


Express サーバの電源コードを無停電電源装置 
( UPS ) じ接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH 
OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 
r 0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPR 0/ 
UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWtCH OUT に電源コードを接続し 
ます。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT 
に電源コードを接続しますに4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントじ接続します）。 


く例〉 



本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの目 I 0 S の設をを変更してください。 

BIOS の ！ "System HardwareJ - rAC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替える 
ことで設をすることができます。詳しくは149ページを参照してください。 
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基本的な操作 

Express サーバの基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取 D 付け • 取りかし 


Express サーバの電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブを取り 
扱うとき、 3.5 インチデバイスベイへの八ードディスクの取り付け/取り外しを行うときは 
フ□ントべゼルを取りかします。 


n-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
目重3 ん。 

1 . キース□ットに添がのセキュリティキーを差し} A み、キーをフ□ントベゼル側(こ軽く押しなが6 
回して□ックを解除する。 
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電源の ON 


Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


■L 

rETFI 


マザーボード上にある Express サーバを監視する r サーバーマネージメント論埋回路」は、シ 
ステム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続した後や、電源を OFF 
にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押すまでに約1〜5秒ほどの時間をあ 
けてください。これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論理回路が要求するもの 
です。 


ディスプレイ装置および Express サーバ(こ接続している周辺機器の電源を ON じする。 


I チェッ匀 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


2 . フ□ントべゼルを取り外す。 

3. Express サーバ 前面にある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し、しば6くするとディスプレイ装置の画面には 「 NEC 」 □ゴ 
が表示されます。 

POWER/SLEEP ランプ 


フ□ントべゼルの 
マーキング \ 






n n 

n 

n n 

n n 

、の / ぶ 令 

0 

A 。 / 凹由 1 甲 

ACT/LINK 口 100TX 


\L 





POWER スイ、ソチ 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、 Express サーバは自己彭断プ□グラム ( POST ) を実行して Express 
サーバ自身の彭断しています。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を 
完了すると 0 S が起動します。 


I チェッ匀 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。90ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのマザーボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON じすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリ 
モジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の 
実行中じを種の BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


Express サーバの化荷時の設をでは POST を実行している間、 
ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Es に羊一 
を押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 


mEcn 


■ I ： BIOS の メニユー で < Esc > キー を押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 「 BIOS の コンフイグレー シ ヨン」 の 「 Advanced (138 ぺー ジ）」にある 「Boo 卜 
time Diagnostic Screen 」 の設定:を「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 

M-O • POST の実行中は、キー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ress Any Key」 とキー入力を要 
求ずるメッセージを表示する場合もありまず。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを押してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外し/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあること 
を示ずメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびありまず。 

この場台はく F レキーを}甲して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチ： L 、 ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上(こ基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。 Express サーバに搭 
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま 
す。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合 
があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを知6せるメッセージです。 


88 









3. しば 6 くすると、 Express サーバのマザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 


I Press <F2> to enter SETUP 


] 


Express サーバを使用する環境にあった設定に変更するとき(こ起動してください。 エラー メッセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必 
要はありません(そのまま何も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方まや 
パラメータの機能(こついては、131ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、 Express サーバは自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧します。 

4. 続いて Express サーバ(こオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の目 IOS を持ったコント 
□-ラを搭載している場合は、目 IOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます(そのまま何も入力せず(こいると数秒徽こ POST を自動的(こ続けます)。 Express サーバの 
PCI バスに複数の SCSI コント□ーラボードを搭載しているときは、ライザーカード番号のルさい 
順で搭載しているボードの BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

<例： SCSI 目 IOS セットアップユーティリティの場合> 

[Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! I 

ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの機 
能については、1日4ページを参照してください。 

Express サーバ内部の SCSI 機器の接続を変更した場合などにユーティリティを使用します。 

ディスクアレイコント□-ラボードには、 AMI ディスクアレイコント□-ラと Mylex ディスクアレ 
イコント□—ラの2つの種類があります。それぞれ起動の方まや操作のしかたが異なります。詳 
しくは、ディスクアレイコント□ーラボードの説明書を参照してください。 

ユーティリティを終了すると、 Express サーバは自動的(こもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧しま 
す。 


己.オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

巨.目 IOS セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常(こ終了 
した後(こ、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで巧えます。3回とも入力を誤ると Express サーバを起動できなくな 
ります。この場合は、 Express サーバの電源を OFF (こしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON にし 
て Express サーバを起動し直してください。 

I w-oira 

I os をインス I ルずるまではパスワードを設定しないでください。 

7. POST を終了すると 0 S を起動します。 


八—ドウ H ア編 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
次にエラーメ 、ソ セージの一覧と原因、その対処方まを示します。 

I M-O 保守ヴービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとさに有用な情報となります。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0210 

Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してくださ 
い。 

0211 

KeyDoard error 

キーボードエラ ー。 

• キーボードを接続し直して< 
ださい。 

• 再起動してください。 

0212 

Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

それでも直6ない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset 

システム RAM エラー。オフセットア 
ドレス 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset 

シャドウ RAM エラー。オフセットア 
ドレス 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line 

拡張 RAM エラー。オフセットアドレ 
ス 


0233 

Memory type mixing 
detected 

異なるタイプのメモリが搭載されてい 

NEC が指定する正しいメモリを取 
り付けてください。 

0234 

Single-bit ECC error 

メモリ1ビットエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0235 

Multiple-bit ECC error 
occurred 

メモリ複数ビットエラーが起きた。 

0250 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してマザ 
ーボードを交換してください。 

(コンピュータを再起動 
後、 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが'正し 
くありません。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムク□ックの時刻設定に誤 
りがある。 

SETUP を起動して、時刻を設定 
し直してください。設定し直して 
も同じエラーが続けて起きるとき 
は保守サービス会社に連給してく 
ださい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フ□、ソピーディスク A のエラー。 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0B1B 

PCI System Error on 
Bus/D evice /Function 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 

0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/D evice /Function 

バス/デバイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported CPU 
detect on CPU Socket 1 

システムがサポートしてない CPU をソ 
ケット1で見つけた 

• 保守サービス会社に連給してく 
ださし、 

0B29 

Unsupported CPU 
detect on CPU Socket 2 

システムがサポートしてない CPU をソ 
ケット2で見つけた 

• B の S をアップデートしてくだ 
さい 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B30 

Chassis Fan 1 Alarm 
occurred. 

ファン 1 の異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考え6れます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を化頼し 
て < ださい。 

0B31 

Chassis Fan 2 Alarm 
occurred. 

ファン2の異常。 

0B32 

Chassis Fan 3 Alarm 
occurred. 

ファン3の異常。 


0B33 

Chassis Fan 4 Alarm 
occurred. 

ファン4の異常。 


0B34 

Chassis Fan 5 Alarm 
occurred. 

ファン5の異常。 


0B35 

Chassis Fan 6 Alarm 
occurred. 

ファン6の異常。 


0B36 

Chassis Fan 7 Alarm 
occurred. 

ファン7の異常。 


0B46 

ESMINT not configured 

ESM 割り込みが正しく設定されていな 
い。 

BIOS セットアップユーティリ 
ティ 「SETUP」 で PCI/ISA 害 UU 込 
みが ESM 割り込みとシェアしてい 
ないことを確認してください。 

0B50 

CPU #1 with error taken 
off line. 

CPU#1 でエラーをお化したため、 

CPU# 1を縮退した。 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0B51 

CPU #2 with error taken 
off line. 

CPU#2 でエラーを検出したため、 

CPU 把を縮退した。 


0B 日 f 

Forced to use CPU with 

error 

CPU エラーをお化した。 

すべての CPU でエラーを検出した 
ため、強制的に起動していまず。 
保守サービス会社に連おしてくだ 
さい。 

0B60 

DIMM group #1 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled 

メモリエラーを検出した。メモリ#2が 
縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#3が 
縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#4が 
縮退している。 


0B6F 

DIMM group with error 
is enabled 

メモリエラーをお化した。 

すべてのメモリでエラーを検出し 
たため、強制的に起動していま 
す。保守サービス会社に連絡して 
<ださい。 

0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常をお化する途中にエラーをお 
ぶしブし。 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
oi the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考え6れます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を化頼し 
て < ださい。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧をお出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B7 己 

System Voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常をお化した。 


0B7C 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサのリード中にエラーを検出 
した。 


0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チ、ソスの故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直6ない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core hardware 
failure. 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直6ない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および' EMP 機能と 
タトは使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連給し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能と^^外は使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能]: 
かは使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連給してくださしん 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

一度電源を OF 円こして、起動し直 
してください。それでも直6ない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 

BMC SEL device failure. 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM データを正しく読めなかった。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM データのチェックサムが正しく 
ない。 


OBDO 

1st SMBus device 
address not 
acknowledged. 

なん6かの SMBus デバイス(チ、ソスの 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一 
度電源を OFR こして、起動し直し 
てください。それでも直6ない場合 
は保守サービス会社に連絡してくだ 

0BD1 

1st SMBus device Error 
detected. 


さい。 

0BD2 

1st SMBus timeout. 



0C00 

RomPilot reports error 
number xx 

RomPilot 初期化エラー 

一度電源を OF 円こして、起動し直 
してください。 

もしくは SETUP を起動して、設 
定内容を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連給してください。 


Expansion Rom not 
initialized 

PCI カードの拡張 ROM が初期化されな 
い。 

PCI ボードの取り付け状態を確認 
してください。または、 SETUP 
を起動し、 [ Advanced ] メニュー 
の [Option ROM ] で、運用に必要 
のない PCI ボードに対する設定を 
無効にしてください*。 




それでも直らない場合は、保守サ 
ービス会社に連給してマザーボー 
ドを交換してください。 


PCI カードの拡張 ROM 初期化エラーに関するヒント 

- OS がインストールされている八ードディスクが接続されている SCSI PCI デバイスは [ Disabled ] にしないで 
ください。 

-モニタが接続されているグラフィックスデバイスは [ Disabled ] にしないでください。 

-ネットワークブート機能をしない場合は PCI LAN デバイスのオプション ROM を [ Disable ] にしてください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

Invalid Svstem 
Coniiguration Data 

システムを構成しているデータが破壊 
されています。 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 

System Configuration 
Data Read Error 

システムを構成しているデータのリ ー 
卜 JI ラー。 

Resource Conflict 

PCI 力ードのリソースが正しくマツピ 
ングされていない。 

System Configuration 
Data Write Error 

システムを構成しているデータのライ 
トエラー。 

WARNING: IRQ not 
configured 

PCI カードの割り込みが正しく設定さ 
れていない。 

保守サービス会社に連給してくだ 
さい。 


前ページの CPU やメモリ、ファンに関するエラーメッセージと対応するデバイスの搭載位置 
は次の國のとおりです。 

故障している CPU またはメモリは SETUP ューティリティからでも確認できます （1 39 〜 140 
L 卜、ル J ぺ—ジ参照)。 


• CPU のエラーメッセージと CPU の取り付け位置 

CPU を2つ搭載している場合、どちらか一方の CPU が故障していると電源を ON にした後 
じ次のようなエラーメッセージが表示されます。メッセージ中の番号でどちらの CPU が 
故障しているかる在認できます。 



画面上のエラーメッセージ例 マザーボード上の CPU の位置 


八—ドウ H ア編 
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参メモリのエラーメッセージとメモリの取り付け位置 


2枚 t (上のメモリを搭載している場合、いずれかのメモリが故障していると電源を ON じ 
した後に次のようなエラーメッセージが表示されます。メッセージ中の番号でどちらの 
メモリが故障しているか磕認できます。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 

CPU=Pentium III Processor XXX MHz 
064 OK System RAM Passed 
0127 M Extended RAM Passed 
WARNING 

0B60: DIMM group #1 has been disabled. 


Press <Fl>to resume, <F2>to SETUP 


メモリの故障を示すメ、ソセージ(例では 
DIMM #1が故障した場合の表示） 


画面上のエラーメッセージ例 


DIMM #1 



• フアンのエラーメッセージとフアンの取り付け位置 

ファンが故障すると電源を ON にした後に次のようなエラーメッセージが表示されます。 
メッセージ中の番号でどちらのファンが故障しているか磕認できます。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 


CPU=Pentium III Processor XXX MHz 
064 OK System RAM Passed 
0127 M Extended RAM Passed 




TDDOD 



t KKUK 

0B30: Chassis FANl Alarm occurred. 


Press •^l>to resume, <F2>to SETUP 


FAN の故障を示すメ、ソセージ(例では 
FAN 1が故障した場合の表示） 


FAN 7 


FAN 4 


FAN 3 


FAN 6 


FAN 2 
FAN 1 

























































ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメ 、ソ セージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテス ト エラーが 起きたことを示します。 


次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会せに連絡してマ 
ザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確 
認して<ださい。それでも直ら 
ない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM ボード、またはマ 
ザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直して<だ 
さい。それでも直6ない場合は 
保守サービス会社に連絡して、 

マザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-3-1 

メモリを検出できない。あるいは、容 
量チェック中のエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確 
認して<ださい。それでも直ら 
ない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM ボード、またはマ 
ザーボードを交換して<ださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会せに連絡してマ 
ザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 
または 

ォプション ROM 初期化エラー 

ディスプレイ装置に何も表示さ 
れない場合は保守サービス会社 
に連絡してマザーボードを交換 
してください。 

増設した PCI ボードのオプション 
ROM の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を 
確認してください。 



それでも直らない場合は保守サ 
ービス会せに連絡して、増設し 
た PCI ボード、またはライザーカ 
ード、マザーボードを交換して 
ください。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源コードを UPS に接続している場合は、 
UPS に添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアル 
を参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ 前面にある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーバは ACPI モー ドに対応しています。省電カ モー ドにすることで Express サーバ 
の電力をほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 

省電カモードは、 Windows 2000を使用しているときに機能します (Windows NT 4.0 ではサ 
I b ントI ポートしていません）。 


省電カモードを設定している場合に前面にある POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態に 
なります （ POWER / SLEEP ランプがアンパー色に点なします）。スタンバイ状態になっても 
メモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 POWER スイ、ソチを押すとスタ 
ンバイ状態は解除されます。 


POWER/SLEEP ランプ 



POWER スイ、ソチ 


■I ： 省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方まについては、 Windows 2000の設 

走:によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 Windows 2000の設をに化 
存します。 （Windows NT 4.0 では未サポートです。） 

n-O 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 

モードか5復帰する際に元のが態に復帰できない場台びあります。 


96 













































フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面じフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 
Express サーパでは 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト- 1.2 M バイト）と 
2 DD フ□、ソピーディスク （720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON ( POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじ完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

^ • Windows 2000で 1.2 M バイトフォーマットのフ□、ソピーディスクを使いたい場合は、 

云巧] フ□、ソピーディスクドライバをアップデートしてください。詳しくは、27ページを参 

照してください。 

• Windows NT で使用している場合は、 NEC の PC - 9800シリーズで使用できる 1 M バイト 
フォーマットのディスクのリード/ライトを巧うことができます(装置(こ添付の専用ド 
ライバをインス I -ールしておく必要があります）。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
OS に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ Express サーバの電源を ON (こしたり、再起動す 
るとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こシステムがないと起 
動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点な中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 
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直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き a み時 t (外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。作 xpress サーバに 
添がされているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
















CD - ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み出) 
し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ □、ソ ピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミち意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 

1. CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする前に Express サーバの電源が ON ( POWER / SLEEP ラ 
ンプが緑色に点な）(こなっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジエクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前(こ引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD - ROM の文字が目 P 刷されている面を上 
(こしてトレーの上(こ静かに、確実に置 
く。 




A 
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己.ち図のように片方の手でトレーを持ちな 
がら 、もう一方の手でトレーの中んにあ 
る□一夕一部分(こ CD - ROM の穴がはまる 
ようじ指で押して、トレー(こセットす 
る。 


□ーター部分 



CD - ROM のこの部分を押ず 


6 . トレーの前面を軽 < 押して元(こ戻す。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットすると 
きと同じように CD トレーイジェクトボタンを押し 
てトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときは CD にアクセ 
スしていることを示します。 CD トレーイジェクト 
ボタンを押す前にアクセスランプが点なしていない 
ことを磕認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方 
の手でトレーの中ムにある□ーター部分を押さえな 
がら CD - ROM の端を軽くつまみ上げるようにして 
トレーから取り化します。 

CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださし^。 
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取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が Express サーバから取り出)せない場合 
は、次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF ( POWER/SLEEP ランプ 
消灯）(こする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側にあ 
るエマージェンシーホールに差し} A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 

w-oira 

• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD-ROM び 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD - ROM を取り化す。 

已. トレーを押して元に戻す。 

CD-ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上じして、トレーにていねいに置いてください。 

♦ キズをつけたり、 S ^：\筆やボールぺンで文字などを直接 CD - ROM じ書き a まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


Express サーバに取りがけられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

M-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザ個人でも行えますび、この場台の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください 
(Windows 2000は34ぺージ 、 Windows NT 4.0は己3ぺージを参照）。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0をお使いになる場合は、オプションの取り付 
け-取り外し後に 「ESMPRO ServerA 呂 ent 」 の rESRAS ユーテイリテイ」を起動して 
構成情報を[最新の情報に更新]してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





®0 

AA 

A 麼 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 


A 0 

A 爪 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1 . プラスドライバを用意する。 

2 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

3. フ□ントべゼルの□ックを解除する。 



4. フ□ントべゼルを取り外す。 

己. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF ( POWER/SLEEP ランプ 
消火了）(こする。 

目. Express サーバに接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取りかす。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスク 

Express サーバの前面にある八ードディスクベイじは、 SCA 2 インタフェース （ Ult 「 a 160 
SCSI ) を持つ八ードディスクを取り付けるス□、ソトを2つ用意しています。 

M-O • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。ヴードパーティのハー 
ドディスクなどを取り付けると、 J \- ドディスクだけでなく Express サーバ本体び故 
障するおそれびありまず。次に示ずモデルをお買い求めくださいに001年6月現在)。 

- N 81曰 0-103(9.1 GB 、 Ultra ! 巨0 SCSI 、 10,000 rpm ) 

- N 81曰 0-10 己 （18.1 GB 、 Ultra ! 巨0 SCSI 、 10,000 rpm ) 

- N 8150-106(36.3 GB 、 Ultra ! 巨0 SCSI 、 10,000 rpm ) 

- N 8 150-134(18.1 GB 、 Ultra ! 60 SCSI 、1 5,000 rpm ) 

• ディスクアレイを構築する際は、 RAID レベルを RAIDO または RAID 1 のいずれかに設 
定してください。 


ス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクを取り付けることができます 。 SCSI 
ID は次のように固をで設定されています。 


SCSI IDO SCSI ID 1 



青色：八ードディスクを搭載したトレー 
白色：ダミートレー 

八ードディスクベイは、化荷時の構成でマザーボード上の SCSI コント □ ーラに接続されて 
います。これらの八ードディスクをディスクアレイで使用する場合は、マザーボード上の 
SCSI コント□ー ラのつながったコネクタからディスクアレイコント□ー ラのコネクタにケー 
ブルをつなぎかえます。ケーブル接続の切り替え方まについては r ディスクアレイコント□一 
ラボード」 （ 127ページ)を参照してください。 

ハードディスクベイの SCSI ID 1 のス□、ソトにはダミートレーが入っています。ダミートレー 
は装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクを搭載しない場合にはダ 
ミートレーを取りがけてください。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

pi : • ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことが 

rETFH でぎます。 

• RAID 1 のディスクアレイ構成で使用中にハードディスクを交換•増設する場合は、才一 
ト リ ビルド機能（交換）を利用するためにも Express サーバの電源を ON のままで交換 
(ホットスワップ）してください（手順1をとばしてくださし、）。 


M-O ディスクアレイを構成している 場 台は、ディスクアレイを構成ずる八ードディスクの 容量な 
どの仕様び同じものを使用してください。 


1. 104ページを参照して準備をする。 


2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□、ソクを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 


3. 八ードディスクを取りがけるス□ットを 
確認する。 


ス □、ソ トは Express サーバ (こ 2 つありま 
す 。 SCSI ID 番号のルさい順(こ取り付け 
てください 。 SCSI ID はス□、ソトの位置 
でままっています。 




4. 取り付けるス□、ソト(こ r ダミートレー(レ 
バーが白色)」が取り付け6れている場合 
は、トレーの八ンドル部分にあるレバー 
を引いて□ックを解除してか6、八ンド 
ルを持ってダミートレーを取り外す。 

レバーが白色のものがダミートレーで 
す。青色のものはトレーに八ードディス 
クが搭載されています。 

ダミートレーは大切に保管しておいてくださし、。 



ダミートレー 




























已.八ードディスクの□ックを解除する。 


6. 増設する八ードディスク（トレー付き）の 
八ンドルをしっかりと持ってス□ツトへ 
挿入する。 

I チェック I 

• ス□、ソ トへ挿入する前に レバーが 
完全(こ開いた状態(こなっているこ 
とを確認してください。 

• 押し} A むときにレバーのフックが 
フレームに引つかかっていること 
を確認してください。 


7. レバーをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

w-oira 

レバーと八ンドルに指を挟まないよう 
にま意してください。 


レバーのフックがフレームに 引っ掛 
かっていることを確認してください。 






八—ドウ H ア編 


107 
































8 . 手順 2 で取り外したフ□ントべゼルを取 
り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフ 
レームに引つかかるようにしてか6取り 
がけてセキュリティキーで□ツクしま 
す。 


フレーム 



取り外し 


次の手順で八ードディスクを取り外します。 


^ 八ードディスクが故障したためじディスクを取り外す場合は、ディスク故障ランプが点灯し 
ているス□、ソトをあ6かじめ確認してください。 


1. 104ページを参照して準備をする。 


2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□、ソクを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 


3. レバーを 手前(こ引く。 

4. 八ンドルを持って手前に引き化す。 

己.八ードディスクを取り外したまま 
Express サーバを使用する場合は、空い 
ているス□、ソトにダミートレーを取りが 
ける。 

巨.手順2で取り外したフ□ントべゼルを取 
り付ける。 



ディスクアレイ構成 ( RAID 1) の場合、故障した八ードディスクの交換後、交換した新しい 
ディスクじ交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。 










オートリビルドは、故障した八ードディスクをホ、ソトスワップ履源 ON の状態でのディスク 
のを換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている閨、 DISK 故障ランプ 
が点滅してオートリビルドを行っていることを示します。 

M-O • 才ートリビルドに失敗ずると、 D 旧 K 故障ランプびアンパー色に点なします。もう一度 
ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場合は次のような表示や動 
作をすることびありまずび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行ったディスク 
の D 旧 K 故障ランプびアンパー色に点なしていなければ、才ートリビルドは正常に行わ 
れています。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 


オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF にし 
ないでください。 

♦ 八ードディスクの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の闇隔をあけて行ってください。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中はディスク故障ランプが点なしています）。 
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Express ヴーバ〜ラックか5の弓 I き出し〜 

八ードディスクと電源ユニットを除く部品の取りがけ/取り外しの作業は Express サーバを 
ラックから引き化した状態で行います。 



A ま意 


A 0 

A 瓜 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



1. 104ページを参照して準備をする。 

2 . 前面の左ちじあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックか6引き化す。 

引き化している途中で□ックされます。 
□ックされたところで引き化しは完了で 
す。 


セツトスクリュー 


セツトスク 

リ ユー 



ラ、ソクへ収納するときは、 左ちの□ック 
アームを押しながら再度、ラックへ押し a 
みます。 

I n-O アームやレールで 指を挟まないよう 
信重3 十分ま意してください。 




































































トツプカバー 

内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 104ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラックか6引き化す 
(110ページ参照)。 

3. 背面のセットスクリューをゆるめてトッ 
プカバーを取りかす。 

w-Ol^ 

トップカバー（フ□ント）はネジで固定 
されています。このカバーを取り外す 
必要はありません。 


取り付け 

トップカバーを取りがけるときは、トップカバーのタブが本体フレームに磕実に差し込まれ 
ていることを磕認してからセットスクリューで固定してください。 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、 Express サーバマザーボード上の DIMM ソケット 

に取り付けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 

I メモリは最大 4 G 巳 （1 GBX 4 枚）まで増設できます。 

I fETTI 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は103ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなくヴーバ本体び故障するおそれびあります。また、こ 
れ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でち有料となりま 
ず。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号のルさい順に増設します。 



出荷時には 、 DIMM #1にに 8 MB の DIMM を搭載 
しています。 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 

1. 104ページを参照して準備をする。 

2 . サーバをラックか6引き出す（110ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 111ページ参照)。 
































































次に、手を入れ替えて、もう一方のレ 
バーを広げて<ださい。□ックが解除さ 
れ DIMM を取りかせます。 


取りがした DIMM カバーは、大切に保 
管しておいてください。 



己. DIMM をソケット(こまっすぐ押し込む。 


溝 


DIMM の向き(こま意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 



DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 

巨. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. POST の画面でエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細じつい 
ては90ページを参照してください。 
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8 . SETUP を起動して 「Main」 メニユーや 「Advanced」一「Memory Reconfiguration」 メニユーで増設 
した DIMM が目 IOS か6認識されていること個面に表示されていること）を確認する （139 ぺージ参 
照)。 

9. 「Advanced」 メニユーの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは138ページをご覧ください。 

10. Windows 2000 /Windows NT 4.0 を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値 
]：> (上に設定する。 

Windows 2000の場合：搭載メモリ x1.5(30 ページ参照） 

Windows NT 4.0 の場合:搭載メモリ+ 12MB (48 ぺージ参照） 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

一 • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR0 で表示されるエラーメッセージを 
確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと Express サーバは動作しません。 


1. 104ぺージを参照して準備をする。 


2 . サーバをラックか6引き出す（110ぺージ参照)。 

3. トップカノ \'一を取り外す （ 111ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM ボードを片手で軽<押さ 
えなが6—方のレバーを広げる。 

広げた方の DIMM の端子部分がソケット 
か6外れます。 



己.手を人れ替えて、もう一方のレバーを広 
げる。 

□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 

6 . 手順1〜3で取り外した部品を取りがける。 

7. Express サーバの電源を ON にして POST 
の画面でエラーメッセージが表示されて 
いないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細(こつい 
ては90ページを参照してください。 











8 . SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Reconfiguration」一「Clear Memory Error」 の順でメ 
ニユーを選択し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする （139 ぺージ参照)。 

9 . 「Advanced」 メニユーの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは138ページをご覧ください。 
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プ□セツヴ （ CPU ) 


標準装備の CPU (Intel Pentium III processor） じ力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ 
□セ、ソサシステムで運用することができます。 


n-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を 
素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は103ページで詳しく説明しています。 

• 取り付け後の確認びできるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなくサーバ本体び故障ずるおそれびあります。また、これ5 
の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


背面側 



CPU #2 


CPU #1 


前面側 


取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。取り付け後の磕認をするために装置に添付の CD- 
R0M「EXPRESSBUILDER」 を使用します。あらかじめ用意しておいてください。 


M-O 購入されたオプシヨンの CPU に4枚組のクールシートび添付されている場合は、そのオプ 
目^ シヨンの CPU のセットアップカードに記載されている手順に従って取り付けを行ってくだ 
さい。 

1. 104ページを参照して準備をする。 


2 . サーバをラックか6引き出す（110ページ参照)。 

3. トップカノ \'一を取り外す （ 111ページ参照)。 


4. ソケット にある レバーを 持ち上げて ター 
ミネ ータを 取り外す。 

取りがしたターミネータは、大切に保 
管しておいてください。 



























































5. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 


I チェック I 


CPU の向きにミ主意してください。 CPU 
とソケットは誤挿人を防止するためじ 
接続部分の四隅のうち、2力所のみピン 
配列が異なります。ピンマークとソ 
ケット側の配列を確認して正しく取り 
付けてください。 



目. CPU を軽くソケットに押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 



7. ヒートシンクを CPU の上に置く。 




ヒートシンクの向きじを意してください。ヒートシンクの底面には L 字型の溝があります。溝が 
ソケットのレバーとプラスチック部分に位置するようにして置きます。 



プラスチック部分 


哪|||!|||||, 



上面図 


レバー 


溝 
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8 . ワイヤクリップのワイヤ側をソケットに引っかける。 

9. ワイヤクリップのブラケット側の穴(こマイナスドライバを差し} A んで押しなが6ソケット(こ引つ 
かける。 



ワイヤ側を ブラケット側を 

引つかける 引っかけるタブ 



10. ヒートシンクが水平(こ取り付け6れていることを確認する。 

• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してか6、もう一度取り付け直し 
てください。水平に取り付け6れない原因には次のことが考え6れます。 

-ヒートシンクの向きを間違えている。 

ーワイヤクリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

11. 取り外した部品を取り付ける。 

12. EXPRESS 目 UILDER を CD-ROM ドライブ(こセツトして、 EXPRESS 目 UILDER か6システムを起 
動する。 

詳しくは、「ソフトウエア編」の 「EXPRESSBUILDER」 を参照してください。 

13. システム彭断を実行する。 

詳しくは、「運用-保守編」の r システム診断」を参照してください。 




























14. 彭断中の画面で温度表示 (Cmt の列の表 
示）を確認する。 

]：_rF の条件に当てはまる場合は、ヒート 
シンクの取りがけ不良が考え6れます。 
温度表示に異常がなければそのままシス 
テム彰断を続けた後、彭断を終了し電源 
を OFF じしてください。 


• CPU2 Temp が Ambient Temp よし J 30 
で] U 上高い。 

• CPU2 Temp が CPU1 Temp よし JICTC 

•b (上局し、 

上記の条件に該当する場合は、次の手順 
を巧ってください。 

① <Ctrl>+<Alt>+<Dele お>キーを押してシステム彭断を途中で終了する。 

② 夕ーゲットス〕ープが表示された 6<Q> キーを押して [shutdown] を選択し、本体の電源を 
OFF にする。 

③ ヒートシンクを取り付け直す。 

1 己. Express サーバの起動中(こ表示される POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを 
確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については90ぺージを参照してください。 

16. SETUP を起動して、 「AdvancecU-rCPU Reconfiguration」 の順でメニューを選択し、増設した 
CPU のステータス表示が 「Normal」 (こなっていることを確認する （ 140ぺージ参照）。 

17. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは138ページをご覧ください。 

18. Windows 2000で運用している Express サーバを 1CPU 構成か 62CPU 構成にした場合はデバイ 
スマネージャの r コンピュータ」のドライバを 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 (こ変更し、その後、シ 
ステムのア 、ソプ デート （34 ぺージ）を巧う。 


CURSOR: Select Window ENTER:View Window P: Log Out Q: Quit 






Temperature Cmt (Min Max) 

Ambient 25.0 (25.0 26.0) 

Base/B Temp 37.0 (35.0 37.0) 
CPUl Temp 45.0 (42.0 46.0) 
CPU2 Temp 46.0 (43.0 47.0) 
SCSI B/P Temp 26.0 (25.0 26.0) 





K 




1 \ 



Temperature 

Crnt 

(Min 

Max) 

Amoient 

25.0 

(25.0 

%.o) 

Base/B Temp 

37.0 

(35.0 

37.0) 

CPUl Temp 

45.0 

(42.0 

46.0) 

CPU2 Temp 

46.0 

(43.0 

47.0) 

SCSI B/P Temp 

26.0 

(25.0 

%.o) 
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取り外し 


次の手順で取り外せます。 

取り外しや交換手順の中で装置に添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を使用します。あ 
らかじめ用意しておいてください。 

I M-O • CPU の故障がで取りがさないでください。 

• CPU を取り付けていないス□ットには夕ーミネータを取り付けてください。 

1. 104ページを参照して準備をする。 

2 . サーバをラックか6引き出す（110ページ参照)。 

3. トップカノ \'一を取り外す （ 111ページ参照)。 

4. ヒートシンクを取り外す。 



己. CPU を取り外すソケット(こあるレバーを 
持ち上げて CPU を取り外す。 

巨. CPU をを換する場合 

「取り付け」を参照して C P U を取り付け 
る。 

CPU を取りかしたまま運用する場合 

CPU #1(こ CPU を取り付けて 、 CPU #2(こ 
ターミネータを取りがける。 

7. 取りかした部品を取り付ける。 

8 . 「取り付け」を参照してシステム彭断を実 
巧し彭断結果を確認する。 

9. Express サーバの起動中に表示される POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを 
確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については90ページを参照してください。 














10. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 rCPU Reconfiguration 」一 「Clear CPU Error 」 の順でメニュー 
を選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする （140 ぺージ参照)。 

CPU を巧換した場合は rAdvancedJ-rCPU Reconfiguration 」 の順でメニューを選択し、増設 
した CPU のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する （140 ぺージ参照）。 

11. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは138ページをご覧ください。 
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PCI ボード 


Express サーバには、 PCI ボードを取りがけることのできる「ライザーカード」を2枚マザー 
ボード上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを1枚取り付けることができま 


す。 


M-O • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フ 
目^ レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってくださ 

し、。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり 、 PCI 
ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は103ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み合わせには制限事項びありまず。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


■I ： PCI ボードを取り付けたり、取り外したり、取り付けていたスロットを変えたりした場合 

は、必要に応じて BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使って割り込みライン 
(旧 Q ) などの詳細な設をを変更してください。 Express サーバの出荷時の割り込みラインの 
状態や I / O 空間の設をについては、164ぺージを参照してください。 



前面側 



〇 〇 〇 〇 〇 00 o ' 

b 


d 


INI 川 111111111111111111111111111111111111^ 


ライザーカード 


PCI ボー ドス□ツト 


’ライザー カー ドス □、ソ ト 
との接続端す部 


それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 Express サーバ内蔵の八ードディスクをディス 
クアレイ構成にする場合は、ディスクアレイコント□ーラをライザーカードス□、ソト#2に搭 
載したライザーカードに接続してください(詳しくは、この後の r ディスクアレイコント□一 
ラ」を参照してください。 









































































注意事項 


ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくださ 
い。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の原因と 
なります。 

ライザーカードへの PCI ボードの取り付け-取り外しの際には、装置に添付の r ライザーカ 
バー」ライザーカードに取りがけてください。 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


一 PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネクタの 
云を]形状が合っていることを確認してください。 


1. 104ページを参照して準備をする。 

2 . サーバをラックか6引き出す（110ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 111ページ参照)。 

4. 装置背面か 6 PCI ブラケットアセンブリ 
を上(こ持ち上げて取りかす。 



己. PCI ブラケットアセンブリか6ネジ1本を 
外し、増設 ス□、ソ トカバーを取りかす。 


増設 ス□、ソトカバー 


n-on 


取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 
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目. PCI ブラケットアセンブリに PCI ボードの 
ブラケット部分を固定する。 


PCI ボードのブラケット部分 


ネジは、手順5で取り外したものを使用 
します。 



ンブリの穴に通す。 


7. ライザーカードを取りかす。 

DIMM を取り外すときと同じ要領で、一 
方のレバーを広げ、広げた方のライザー 
カードの端子部分がソケットか6かれた 
6、もう一方のレバーを広げてソケット 
か6取りかします。 



ライザーカードの端子部分には触れな 
いでください。巧れや油び付いた状態 
で取り付けると誤動作の原因となりま 
ず。 



8. Express サーバに添付のライザーカバー 
を取り付ける。 



ライザーカードの端子部分にミちれや油 
などが付着しないようにずるためで 
ず。ミちれや油び付着したまま取り付け 
ると誤動作の原因となります。 



9. ライザーカードか6コネクタキャップを 
取り外す。 


w-Oi^ 

取り外したコネクタキャップは、大切 
に保管しておいてください。 
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10. ライザーカードにあるコネクタと PCI 
ボードの接続部分を合わせてか6ライ 
ザーカード(こゆっくりと確実に PCI ボー 
ドを接続する。 


うまくボードを取り付け5れないとき 
は、ボードをいったん取りがしてか5 
取り付け直してください。ボードに過 
度の力を加えると PCI ボードやライ 
ザーカードを破損するおそれびありま 
すのでま意してください。 


1 . 手順8で取り付けたライザーカノ\一を取り外す。 



ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。巧れや油び付いた状態で取 
り付けると誤動作の原因となります。 


12 . ライザーカードをマザーボードに取り付 
ける。 

PCI ブラケットアセンブリにある切り欠 
きを装置背面側のフレームに通し、ライ 
ザーカードの接続端す部分をマザーボー 
ド上のライザーカードス□、ソト(こ合わせ 
ます。 


PCI ブラケットアセンブリ 
にある切り欠き 



ライザーカードは装置背面側か6ス□、ソト(こ接続します。 

装置背面側(こおい方のライザーカードの端を押し} A みます。完全に押し} A まれると、ス□ット(こ 
あるレバーがライザーカードの固定用の溝(こフックします。 

続いてもう一方の端を押してス□、ソト(こ接続してください。 

接続後、軽くボード全体をス□、ソトに向けて押し 3 A んでください。 
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13. 取り外した部品を取り付ける。 

14. Express サーバの電源を ON にして POST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されて 
いないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細(こついては90ページを参照してください。 

1己.目 IOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは138ページをご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、コネクタ羊ャップと増設ス□ットカバー 
を取り付けてください。 




ディスクアレイコント□ーラボード 

r ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるためじ用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、 Express サーバ内蔵の八ードディスクやオプションのディスク 
増設ユニットに搭載した八ードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することができま 
す。 

M-O • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ディスクアレイコント□—ラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は103ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初 
期化しまず。ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクに大切なデータがある場台 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってか5ボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台上の八ードディスクび必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとに同じ容量•性能(デイス 
ク回転数など）を持ったものにしてください。 


^ ディスクアレイコント□-ラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュ ー 

の 「Option ROM 」 で 「PCI Slot 1」のパラメータを 「 Enabled 」 になっていることを確認して 
ください。 


■ I ： RAID 1または RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりに 

1^37^ ディスクアレイを構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さく 

なります。 


取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 

M-O • Express サーバ内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にずる場 S ま、そのディ 
スクアレイコント□—ラボードをライザーカードス□ット#2に取り付け5れているラ 
イザーカードに接続してください。 

• Express ヴーバ用として用意されているディスクアレイコント□-ラボードには AMI 
ディスクアレイコント□—ラと Mylex ディスクアレイコント□—ラの2つの種類びあり 
ますび、これ5のボードを湿在して Express サーバに取り付けることはできません。 
どち5か一方のディスクアレイコント□ーラを取り付けてください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていたコネ 
クタ车ャップや装置に取りがけられていた増設ス□、ソトカバーを必ず取りがけてください。 
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内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコント日ーラボードを取りがけた Express サーバで、内蔵の八ードディスク 
をディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブルの接続を切り替えな 
いといけません。 


化荷時の内蔵八ードディスクのインタフェースは、マザーボード内部の回路から中継用 SCSI 
ケーブルを経由してマザーボード上の SCSI コント □ ーラじ接続されています。八ードディ 
スクはこの SCSI コント□ーラじよって制御されています。 


SCSI コント□ーラ 


中継用 SCSI ケーブル 


背面側 



前面側 


マザーボード 


破線はマザーボード内の 
配線を示す。 


内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合は、ディスクアレイコント□ーラ 
ボードのコネクタとマザーボード上の SCSI コネクタを接続してください。 

未使用コネクタ 
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接続に使用する SCSI ケーブルは、マザーボードに接続されている中継用 SCSI ケーブルを使 
用します。ただし、ケーブルのフォーミングが必要です。次に化荷時の状態とディスクアレ 
イコント□ーラボードに接続する場合のケーブルのフォーミング図を示します(実線が谷巧 
り、破線が山折りを示しています）。 


マザーボード上の 
SCSI コネクタ（装置 
背面側）へ 


出荷時のケーブルフォーミング 


マザーボード 
上の SCSI コネ 
クタ（装置前面 
側）へ 


ディスクアレイ 
コント □ーラボー ド 
のコネクタへ 


マザーボード 
上の SCSI コネ 
クタ（装置前面 
側）へ 


この部分でコネクタ間の距離を調節する 
ディスクアレイコント□ーラボードと接続する時のケーブルフォーミング 


ディスクアレイコント□—ラボードによっては複数のチャネル（コネクタ）を持っているも 
のもありまず。また、コネクタは内部接続用と外付け用び用意されている場合もあります 
が、ボードの内部接続上、排他的な仕様になっていることびあります。内部と外付けでの接 
続び異なるコネクタ（チャネル)であることを確認してください。コネクタとチャネルにつ 
いては、ボードに添付の説明書を参照してください。 


ディスクアレイを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプの八ードディスクを2台搭載していること。 

•ディスクアレイ構成の RAID (Redundant Arrays of lnexpensive[lndependent] Disks) 
レベルの 「RAIDO」 と 「RADI」 のうちのいずれかの RAID レベルを選択-設定すること。 

内蔵の八ードディスクにシステムをインス I —ルする場合は、「シームレスセットアップ」を 
使用して、 RAID の構成から 0S のインス!-ール、セットアップまでをすることをお勤めしま 
す。 

システムをインスI-ールしない場合も、シームレスセットアップの r オペレーティングシス 
テムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティションの 
設定と保守ユーティリティのインストールまでを自動でインストーラがセツトアップしま 
す。 


マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている 「RAID 
EzAssist」 ユーティリティを使用します。 RAID EzAssist は Express サーバの電源を ON にし 
た直後に起動する POST の途中で起動することができます。詳しくは、 Express サーバに添 
がの CD-ROM「EXPRESS 巨 UILDER」 じ格納されているオンラインド车ュメントを参照して 
ください。データ転送速度や RAID、 アレイ構成についての詳細な説明は、ディスクアレイ 
コント□ーラボードに添付の説明書も併せて参照してください。 
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ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 


ディスク増設ユニットは、八ードディスクを最大14台取り付けることのできる専用のデバイ 
スです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを取り付け 
た Express サーバはこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明じついては、ディスクアレイコント□ーラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書 
を参照してください。 

I n-O ディスク増設ユニットには、八ードディスクび添付されていません。別途購入してくださ 
Bra い。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必要で 
す。 

• N8541-19 ディスク増設ユニット接続用 

- K410-94(01) SCSI ケーブル0 
- K410-94(03) SCSI ケーブル0 
- K410-94(06) SCSI ケーブル0 

• N8141-26A ディスク増設ユニット接続用 

- K410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 
- K410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 
- K410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

ディスク増設ユニットを接続後、ボード上のチップに搭載されている 「RAID EzAssist_U- 
ティリティを使って、ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成 (RAID0 または RAID1、 
RAID5、RAID6) に設定してください。設定の詳細とその方まについては、 Express サーバ 
に添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 じ格納されているオンラインド羊ュメントを参照 
してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設をすると、ディスク増設ユニットに取りが 
けた八ードディスクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイコン 
卜□ーラボードが持つ r オートリビルド」機能じよってデータを復旧することができます(電 
源が ON のまま故障したディスクを交換(ホ、ソトスワップ）してください）。 




BIOS のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方まじついて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS 〜 SETUP 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールで 
す 。この ユーティ リティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされ 
ているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時に Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設定 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

M -0 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

胃 d ♦ SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• Express サーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく 
ださい。 


起動 

Express サーバの電源を ON じするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Se 1卜 
Test) の実行内容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、く Es に羊一を押してく 
ださい。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP 


ここでく F2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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JU 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:[ ] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると 、 Express 
サーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

车ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


カーソルキー （ t 、古） 

カーソル丰一（卜 、一) 

<— >丰一/<十> キー 

< Enter > 丰一 
< Esc > キー 
< F レキー 


< F 9> キー 
<ド10>丰一 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security、System Hardware 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択し 
ます。 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのま定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Es にキーを押すと、元の画面に戻りま 
ず。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時の設定 
とは異なる場合があります）。 

SETUP を起動するまでに本装置が記憶していたパラメータに戻します。 





















設定例 

次にソフトウエアと連携した機能やシステムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


0 S 関連 


Windows 2000 をインス I ルする 

「 Advanced 」 一 「Installed 〇 / S 」 一 「PnP 〇 / S 」 

互巧^留閣巧遲 

|■ ESMPRO / Se ^ ve^Mana 呂目りを使ってネットワーク経由で Express ヴーノ（の電源を制 
御する 

に ystem Ha 「 dwa 「 e 」-> rAC - UNK」->Ktay 饼 f 」 

l"System HardwareJ-^fWake On Event 」 一 「Wake On LAN 」 一 「 Enabled 」 

rMWA 」 をインス I -ールしている管理 PC か！5リ モー ト操作する 

「 Advanced 」 イ Advanced 」 一 「RomPilot Support 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
l"System HardwareJ -^ fAC - LINKJ-^fPower On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

l"System HardwareJ ^ fAC - LINKJ^fLast State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
に ystem Ha 「 dwa 「 e _ KrAC - UNK_KKtay 饼 f 」 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Reconfiguration 」 一表示を磕認する 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Reconfiguration 」 一 「Clear DIMM Error 」 一く Enter 〉 羊一を押す 


八—ドウ H ア編 


133 











CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 rCPU Reconfiguration 」 一表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 rCPU Reconfiguration 」 一 「Clear CPU Error 」 一く Enter 〉 丰一を押す 


キーボー ド関連 


Numlock やキーリピートを設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 一それぞれを設定する 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ) の順に設をします。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Unmasked 」 (有効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Masked 」 （無効） 

I M-O POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制電源 
OFF ( 1目1ぺージ参照)」も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Secure Mode 」 一それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

rAdvanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Device 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「 Advanced 」 イ Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 
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起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

rBoot 」-> 起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 イ Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 
「 NEC 」 □ゴの表示中にく Es に车一を押しても表示させることができます。 

HW コンソールか5制御する 

l"System HardwareJ^fConsole Redirection 」 一それぞれの設定をする 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes & Exit 」、 また(ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Without Saving Changes 」、 また(ま 「Load Previous Value 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Get Default Values 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• System Hardware メニュー 

• 目0 ot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 


Main 


SETUP を起動すると、 
まずはじめに Main メ 
ニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


















項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Type 

— 

搭載している CPU のタイプを表示します（表 
示のみ）。 

Processor Speed 

— 

搭載している CPU のク□、ソクスピードを表示 
します(表示のみ)。 

Cache RAM 

256 KB 

キャ、ソシュ RAM の容量を表示します馈示の 
み)。 

System Memory 

640 KB 

基本メモリの総容量を表示します（表示の 
み)。 

Extended Memory 

(拡張メモリ容量） 

拡張メモリの総容量を表示します（表示の 
み)。 

Language 

English ( US ) 

Fran が is 

Deutsch 

Italiano 

Espanol 

SETUP で表示する言語を選択します。 

BIOS Version 

( BIOS の rr - グ ヨン） 

システム BIOS のバージョンを表示します（表 
示のみ）。 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Diskette A 

Not Installed 
[1.44/1.25 Mb 3.5"] 

使用するフ□、ソピーディスクドライブのタイ 
プを選択します。通常は「1.44/1.2日 Mb 

3.己"」を選択してください。 


[]: 出荷時の設定 


Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

ち図に示す Advanced メ 
ニューの画面上では設定 
できる項目はありませ 
ん。それぞれのサブメ 
ニューを表示させて、サ 
ブメニュー上の画面で設 
走:します。項目の前に 
「 ► 」がついているメ 
ニューは、選択して 
< Ente 「> キーを押すとサ 
ブメニューが表示されま 
す。 


Phoenix BIOS Setup Utility 




^ Advanced 

Item Specific Help 

^ Memory Reconfiguration 


► CPU Reconfiguration 

Select Advanced 

^ Peripheral Configuration 

options. 

► Monitoring Configuration 


► PCI Device 


► Option ROM 


► Numlock 



FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ^Sub-Menu F10 Previous Value 


八—ドウ H ア編 


137 






























Advanced 


Advanced メニ ューで 
「 Advanced 」 を選択する 
と、ちの画面が表示され 
ます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Item Specific Help 

Installed 0/S: [Other] 

Reset Configuration Data: [No] 

Boot-time Diagnostic Screen; [Disabled] 

RomPilot Support; [Disabled] 

POST E rror Pause; [E nabled] 

Select the operating 
system installed 
on the system which 
will be used most 
commonly. 

Note; An incorrect 
setting can cause 
some operating 
systems to display 
unexpected behavior. 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit トー Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Installed 0 /S 

[ Other ] 

PnP 0/ S * 

Windows 2000を使用するときは 、 「PnP 
〇 / S 」 を選択して<ださい。その他の OS を使 
用するときは 「 Other 」 を選択してください。 

* Windows 2000があ6かじめインストー 
ルされた状態のモデルでは、 出荷時に 
「PnP 〇 / S 」 (こ切り替え6れています。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Da ね ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後(ここのパラメータ 
は 「 No 」 (こ切り替わります。 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時の自己彭断 ( POST ) の実行画面を表示 
させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

「RomPilot Suppo け」が 「 Enabled 」、 または 
「Console Redirection 」 が設定されている場 
合は、無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

RomPilot Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

RomPilot ( OS 起動中のリモートコンソール機 
肯 g 、 リモートドライブ機能)の有効/無効を設 
定します。 「 Enabled 」 (こ設定すると「目〇〇卜 
time Diagnostic Screen 」 が無を件(こ 
「 Enabled 」 に設定されます。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST 中にエラーが発生した場合、 POST の 
終りで POST をいったん停止するかどうかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


■L 「 RomPilot 」 とは、 「 MWA(Management Workstation Application ) 」と通信するための BIOS 
の機能です。 MWA を使用して、 Express サーバを管理する場合は 、 「RomPilot Suppo け」を 
「 Enable 」 に設をしてください。なお、 RomPilot の機能を使用するときは、ソフトウェア編 
の 「Management Workstation Application 」 を参照して、設定:をしておく必要があります。 
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Memory Reconfiguration 

Advanced メニューで 
「Memory 

Reconfiguration 」 を選 
択すると、ちの画面が 
表示されます。 

項目については次の表を 
参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1-#4 Status 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 


Error 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 


None 

ます。 「 Error 」 は故障していることを、 

「 None 」 はメモリが取り付け6れていないこ 
とを示します。（表示のみ） 

Clear DIMM Errors 

Enter 

< Enter > キーを押すと、メモリのエラー情報 
をクリアします。故障した （「 Error 」 と表示さ 
れていた）メモリをを換したときは、 
< Enter > キーを押してエラー情報をクリアし 
てください。 

DIMM Error Pause 

[ Disabled ] 

POST を実行中、メモリのエラーが発生した 


Enabled 

際(こ POST の終りで POST をいったん停止す 
るかどうかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Memory Reconfiguration 

Item Specific Help 

Dl MM Group 抽 Status; Normal 

Dl MM Group 巧 Status; Normal 

Dl MM Group 巧 Status; Normal 

DIMM Group M Status; Normal 

Clear DIMM Errors: [Enter] 

DIMM Error Pause; [Disabled] 

ClearstheDIMM group 
error status. 


FI Help t 1 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ィ ^ Select Menu Enter Select > Sub-Menu FIO Previous Value 
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CPU Reconfiguration 

Advanced メニューで 

rcpu 

Reconfiguration 」 を選 
択すると、ちの画面が 
表示されます。 


項目については次の表を 
参照してください。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


CPU Reconfiguration 

Item Specific Help 

CPU 知 Status: Normal 

CPU 巧 Status; Normal 

Clear CPU Errors; [Enter] 

CPU Error Pause; [Disabled] 

Clears theCPU 

error status. 


FI Help t 1 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Previous Value 


項目 

パラメータ 

説 明 

CPU #1 - #2 Status 

Normal 

CPU の現在の状態を表示します。 


Error 

「Normal」 は CPU が正常であることを示し 


None 

ます。 「Error」 は故障していることを、 

「None」 は CPU が取り付け6れていないこと 
を示します。（表示のみ） 

Clear CPU Errors 

Enter 

<Ent:er> キーを押すと、 CPU のエラー情報を 
クリアします。故障した (「Error」 と表示されて 
いた) CPU を交換したときは、 <Eriter> キーを 
押してエラー情報をクリアしてください。 

CPU Error Pause 

[Disabled] 

POST を実行中、 CPU のエラーが発生した 


Enabled 

際に POST の終りで POST をいったん停止す 
るかどうかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration 


Advanced メニ ューで 
「Peripheral 
Configuration 」 を選択す 
ると、ちの画面が表示さ 
れます。 

項目については次の表を 
参照してください。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port 1: 

邱 8, IRQ 4] 

Disables serial port 1 
or sets the base 

Serial Port 2: 

[2F8,IRQ3] 

address/IRQof 
serial port 1, 

Parallel Port: 

[Disabled] 


Diskette Controller: 

[Enabled] 


Mouse; 

[Auto Detect] 


SCSI Controller: 

[Enabled] 


LAN Controller 1: 

[Enabled] 


LAN Controller 2: 

[Enabled] 


USB Controller; 

Legacy USB Support; 

[Enabled] 

[Disabled] 


IDE Controller: 

[Enabled] 



FI Help 
Esc Exit 


'Select Item 
* Select Menu 


■/+ Change Va 山芭 F9 Setup Defaults 

Enter Select ^ Sub-Menu FIO Previous Value 





























M-O 割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場台は黄色で表示されまず。黄色で表示されている項目は設定 
し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 

Serial Port 2 

Disabled 

3F8, IRQ 3 
[3F8, IRQ 4]*^ 
[2F8, IRQ 3 ] が 
2F8, IRQ 4 

3E8, IRQ 3 

3E8, IRQ 4 

2E8, IRQ 3 

2E8, IRQ 4 

Auto 

シリアルポート 1 、 2 の無効またはベースア 
ドレス、および割り } A みを設定します。 
Console Redirection 設定時にはシリアル 
ポート 2 のべースアドレス、および割り 3A み 
は I Console Redirection 」一 「Serial Port 
Address 」 と同じに設定してください。 

シリアルポート 1 の出荷時の設定 
がシリアルポート 2 の出荷時の設定 

Parallel Port 

[Disabled] 

378, IRQ 己 

378, IRQ 7 

278, IRQ 己 

278, IRQ 7 

SBC, IRQ 5 

SBC, IRQ 7 

Auto 

パラレルポートの無効またはベースアドレ 
ス、および割り込みを設定します。 

Parallel Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

ECP 

ECP，DMA 1 

ECP，DMA 3 

パラレルポートの動作モードを選択します。 
パラレルポートが Disabled の時には表示され 
ません。また 、 「Parallel Po け」で選択したパ 
ラメータ ( こよって、表示 ( 選択）できるパラ 
メータは次のとおりです。 

378 、 278 を選択した時： Output only. Bi¬ 
directional .EPP 、 ECP, DMA 1 、 ECP, 

DMA 3 

3 目 C を選択した時： Output only. Bi¬ 
directional 

Auto を選択した時： Output only 、 Bi- 
directional 、 EPP、ECP 

Diskette Controller 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵のフ □ 、ソピーディスクコント□ー ラの有 
効 / 無効を設定します。 

Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect] 

マウスの有効 / 無効を設定します。 「 Auto 」 

に設定するとマウスが接続されていると自動 
的 ( こ有効になります。 

SCSI Controller 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵の SCSI コント □— ラの有効/無効を設 
定します。 

LAN Controller 1 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵の LAN コント □— ラ 1 の有効/無効を設 
定します。 

LAN Controller 2 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵の LAN コント □ ーラ 2 の有効/無効を設 
定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵の US 目コント □ ーラの有効/無効を設定 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Legacy USB Support 

Disabled 

Enabled 

US 目を正式 ( こサポートしていない OS でも 

US 目キーボードを使用できるようにするかど 
うかを設定します。に nabled 」 (こ設定すると 
Secure Mode が機能しなくなります。 

IDE Controller 

Disabled 

[Enabled] 

内蔵の IDE コント □ ーラの有効/無効を設定し 
ます。 

無効にすると CD-ROM が使えなくなりま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


Monitoring Configuration 


Advanced メニユーで 
「Monitoring 
Configuration 」 を選択す 
ると、ちの画面が表示さ 
れます。 

項目については次の表を 
参照してください。 



表 W する 


項目 

パラメータ 

説 明 

POST Monitoring 
Observation 

Disabled 

OptROM-END 

[POST-END] 

rPOST - END 」 に設定してください。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

Enabled 

起動時のブート監視の機能の有効/無効を設 
定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPRO をイ 
ンストールしてください。 ESMPRO をイン 
ストールしていない OS か 6 の起動時は、こ 
の機能を使用しないでください。 

Boot Monitoring Timeout 
Period 

1 〜巧]〜 20 

起動時のタイムアウトを設定します。 「 Bo 饥 
Monitoring 」 を 「 Enabled 」 ( こ設定したとき(こ 
表示されます。 


]： 化荷時の設定 























PCI Device 

Advanced メニューで 
「PCI Device 」 を選択する 
と、ちの画面が表示され 
ます。 

項目については次の表を 
参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI IRQ line 1-11 

Disabled 

PCI バスにある 11 本の割り 3A み信号をどの 


[Auto Select] 

IRQ リクエストに割り当てるかを設定しま 


IRQ 3 

す。 


IRQ 4 

パラメータの riRQ 己」、 「 IRQIO 」、「 IRQ 11 」 


IRQ 己 

は ["System Hardware 」 メニューの 「ESM 


IRQ 6 

IRQ 」 で設定されていないときのみ選択でき 


IRQ 7 

ます。 


IRQ 9 

詳細は 161 ページを参照してください。 


IRQ 10 



IRQ 11 



IRQ 12 



[]： 出荷時の設定 
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Option ROM 


Advanced メニューで 
「Option ROM 」 を選択す 
ると、ちの画面が表示さ 
れます。 PCI バス上の 
Option ROM 目 lOS の展 

開で政ぉします。 

項目じついては次の表を 
参照してください。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Option ROM 

Item Specific Help 

On Board SCSI: [Enabled] 

On Board LAN 1: Enabled] 

On Board LAN 2: [Enabled] 

PCI Slot 1: Enabled] 

PCI Slot2: [Enabled] 

Disables/enables the 
mappi ng of the on-board 

SCSI BIOS. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


項目 

パラメータ 

説 明 

On Board SCSI 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の SCSI 目 I0S の展開の有効 / 
無効を設定します。 

On Board LAN 1 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の LAN コント□ーラ 1 の 
目 I0S の有効 / 無効を設定します。 

On Board LAN 2 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の LAN コント□ーラ 2 の 
目 I0S の有効 / 無効を設定します。 

PCI Slot 1 - PCI Slot 2 

Disabled 

[Enabled] 

PCI バス ( こ接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 


M-O PCI Slot の設定について 

胃 d • OS びインス I ルされているディスクび接続されている PCI SCSI デバイス(ボードの 
こと）を搭載しているス□ットは ROM 展開を Disabled にはしないでください。 

• モニタを接続しているグラフィックスデバイスを搭載しているス□ットは、 ROM 展開 
を Disabled にはしないでください。 


ネットワークブートをする必要がない場合は、 PCI LAN カードを搭載したス□ットの 
ROM 展開を Disabled にしてください。 





















Numlock 

Advanced メニ ューで 
rNumlock 」 を選択する 
と、ちの画面が表示され 
ます。 「 Numlock 」 では、 
キーボード関連の設をを 
行います。 

を項目じついては次の表 
を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Numlock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 「 Auto 」 では、テンキーか 6 の入 
力をお化したときに有効にします。 

Key Click 

[Disabled] 

Enabled 

キークリ、ソクの音の有効/無効を設定しま 
す。 

Keyboard auto-repeat rate 

2/sec 

6/sec 

[10/sec] 

13.3/sec 

18.5/sec 

21.8/sec 

26.7/sec 

30/sec 

キーリピート時、 1 秒間に出力される文字の 
数を設定します。 

Keyboard auto-repeat 
delay 

0.25 sec 

0.5 sec 

0.7 己 sec 
[1 sec] 

キーリピートが開始されるまでの時間を設定 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Numlock 

Item Specific Help 

Numlock: [Auto] 

Key Click; [Disabled] 

Keyboard auto-repeat rate; [W/sec] 

Keyboard auto-repeat delay: [1 sec] 

Selects Power-on state 

for Numlock. 


FI Help t 1 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Previous Value 
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Security 


力ーソルを 「Security」 の 
位置に移動させると、 
Security メニューが表示 
されます。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


I Security I 


rvisor Passwoi 
Password is 
upervisor Pass 


Supervise 
User Pa 
Set Supervisor Password 
Set User Password 
Password on boot; 
Diskette Access; 

^Secure Mode 

'Power Switch Mask; 
Option ROM Menu Mask; 
Processor Serial Number; 


Clear 

Clear 

[Enter] 

[Enter] 

[Disabled] 

[Everyone] 


[Unmasked] 

[Unmasked] 

[Disabled] 


Item Specific Help 


Supervii 

controls 

setup 


viosor Pas< 
dIs access tc 
utility. 


FI Help t J 
Esc Exit ^ — 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Val 
Enter Select 


Values 
► Sub-Me 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


Set Supervisor Pass¬ 
word もしくは Set User 
Password のどちらかで 
く Ente「> 羊一を押すとち 
のような画面が表示され 
ます。画面は Set Super¬ 
visor Password を選択 
したときの画面です。 

ここでパスワードの設定 
を行います。パスワード 
は7文字内の英数字、 
および記号で车ーボード 
から直接入力します。 



H-O • 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
E 重马 ん〇 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照してください。 







































を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニューにアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。あ6かじめ 「Supervisor Password 」 を 
設定しておかないと設定できません。 

Password on boot 

Enabled 

[ Disabled ] 

ブート時にパスワードの人力を巧う/行わな 
いの設定をします。先(こスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザーがブートしていると判断します。 

Diskette Access 

supervisor 

[ Everyone ] 

スーパーバイザがフ□、ソピーディスクドライ 
ブの使用を制限します。スーパーバイザのパ 
スワードの設定が必要です。 

Power Switch Mask 

[ Unmasked ] 

Masked 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Masked 」 (こ設定すると、 0 S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります離制電源 OFF ( POWER スイッチ 
を4秒] U 上押して強制的(こ電源 OFF させる機 
能)も含む)。 

Option ROM Menu Mask 

[ Unmasked ] 

Masked 

オプション ROM 展開中のキー人力の有効/ 
無効を設定します。 

Processor Serial Number 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セ、ソサシリアル番号機能の有効/無効を 
設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Secure Mode 


Security メニユーで 
["Secure Mode」 を選択 
すると、ちの画面が表示 
されます。 


Secure Mode Hotkey を’ 
「Enabled」 にしているとき 
に設定できる。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


I Security I 


Secure ModeTimer: 
Secure Mode Hotkey; 
，ひ rl4Alt+ 
r Secure Mode Boot; 
Floppy Write Protect 


[Disabled] 

[Disabled] 

[L] 

[Disabled] 

[Disabled] 


Item Specific Help 


Period of keyboard/ 
mouse inactivity 
required before 
Secure Mode activates. 
Select a time in 
minutes. A password 
must be entered for 
Secure Mode to work. 


FI Help 
Esc Exit 


'Select Item 
* Select Menu 


■/+ Change Va 山芭 F9 Setup Defaults 

Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


Secure Mode は、ューザーパスワードを持つ利用者からのアクセスを制限するモードです。 
Secure Mode を解除するまで POWER スイ、ソチや SLEEP スイ、ソチ、 DUMP スイ、ソチ、车一 
ボード、マウスは機能しません。 Secure Mode 中、 Express サーバの车ーボード上のランプ 
が ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 Numlock ランプの順に点滅します。 

Secure Mode の状態にある Express サーバを通常の状態に戻すには、キーボードからュー 
ザーパスワードを入力して <Ente「> キーを押してください。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 

5 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

「 Disabled 」 の時は Secure Mode になりませ 
ん。キーボードやマウスか6の入力が途絶え 
てか 6 Secure Mode に入るまでの時間を 
設定します。 

Secure Mode Hotkey 

[ Disabled ] 

Enabled 

キーボードか6の入力による Secure Mode 
の起動の有効/無効を設定します。 

Ctrl + Alt + 

任意のキー 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます 。 Secure Mode Hotkey を 「 Enabled 」 (こ 
設定しているときじ機能します。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

Express サーバの起動時に Secure Mode で 
起動させるかどうかを設定します。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間フ□、ソピーデイスクドラ 
イブにセツトしたフ□、ソピーディスクへの書 
き A みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 




















System Hardware 

力ーソルを 「System 
邮「(^/3「6」の位置に移動 
させると 、 System 
Hardware メニューが表 
示されます。 

System Hardware メ 
ニューで設定できる項目 
とその機能を示します。 

「Thermal Sensor 」 と 
rWake On Event 」、 

「Console Redirection 」 

は選択後、く Ente 「> キー 
を押してサブメニューを 
表示させてから設定します。 

を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの Express サーバの電源の状 
態を設定します（下表参照 ）。 「Wake On 
LAN 」 が 「 Enabled 」 のときは 「Shy OffJU^f 
(こは設定できません。 

ESM IRQ 

IRQ 己 

IRQ 10 
[IRQ 11] 

Disabled 

ESM 割り込みの IRQ を設定します。 

Error Log Initialization 

Enter 

< Enter > キーを押すとエラー□グが初期化さ 
れます。クリアすると 「Error Log Cleared 」 

のメッセージが表示されます。クリアに失敗 
すると 「Error Log N 饥 Cleared !」 のメッセー 
ジが表示されます。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 ( DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:>(上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
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Thermal Sensor 


System Hardware メ 
ニューで 「Thermal 
S e n s 0 「」を選択し 
<£が6「>车一を押すと、 
ちの画面が表示されま 
す。 


項目じついては次の表を 
参照してください。 



項目 

パラメータ 

説 明 

Thermal Sensor 

[ Enabled ] 

Disabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Upper Limit 

7 〜[己 0] 〜 80 

ブート抑止を巧う上限値を設定します(単位 
は rC」)。「Lower Limit 」 の設定値に「14」を加 
えた値より大きい値に設定してください。 

Lower Limit 

〇〜巧]〜 73 

ブート抑止を巧う下限値を設定します(単位 
は rC 」)。4° Ci ：> (下に設定しないでください。 
「Upper Limit 」 の設定值か14」を引いた值 
よリルさい値(こ設定してください。 


[]: 化荷時の設定 


Wake On Event 


System Hardware メ 
ニューで rWake On 
Event 」 を選択しく Enter 〉 
车一を押すと、ちの画面 
が表示されます。 

項目については次の表を 
参照してください。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
I System Hardware 


Wake On Event 

Item Specific Help 

Wake On LAN: [Enabled] 

Wake On Ring; [Disabled] 

Enables Wake On LAN 
support. 


FI Help t 1 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 




























項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


Console Redirection 

System Hardware メ 
ニューで 「Console 
Redirection 」 を選択し 
< Ente 「> 羊一を押すと、 
ちの画面が表示されま 
す。 

項目については次の表を 
参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port Address 

[ Disabled ] 

Serial Port 2 
(3 F 8/ IRQ 4) 

Serial Port 2 
(2 F 8 /IRQ 3) 

HW コンソールを接続するシリアルポートの 
アドレス/割り 3 A みを設定します。 

["Serial Port 2」を設定すると 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 が 「 Enabled 」 (こなり 
ます。また、に erial Port 2」を選択するとき 
は 「 Advanced 」一 「Peripheral 
Configuration 」一 ("Serial Port 2」のアドレ 
ス/割り 3 A みを同じ設定にしてください。 

Baud Rate 

[19.2 K ] 

56.7 K 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
(こ使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

No Flow Control 
[ XON/XOF 鬥 

フ□一制御の方法を設定します。 

Consloe connection 

[ Direct ] 

Via modem 

HW コンソールとの接続方法を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


Phoenix BIOS Setup Utility 
■ System Hardware 


Console Redirection 

Item Specific Help 

Serial Port Address; [Disabled] 

Baud Rate; [19.2] 

Flow Control: [XON/XOFF] 

C onsole connection; [Direct] 

If enabled, the console 
will be redirected to 
this port. 

If Console Redirection 
is enabled, this 
address must match the 
settings of serial 
port 2. 


FI Help t 1 Select Item -/+ Change Valu 芭 F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Previous Value 
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Boot 


力ーソルを r 目00 1」 の位 
置に移動させると、 
巨 0 ot メニューが表示さ 
れます。 



Express サーバは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフト 
ウェアを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

<! >キー/く1 >车一、く十>车一/<一>キーでブートデバイスの優先順位を変更できます。 
をデバィスの位置へ< t >丰一/く1 >羊一で移動させ、く十>车一/く一>丰一で優先順位を変 


要できます。 

I n-O EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示す順番に設定してくださし、。 


Exit 


力ーソルを Exit の位置に 
移動させると、 Exit メ 
ニューが表示されます。 

このメニューのをォプ 
シヨンについてじ(下に説 
明します。 

































Save Changes & Exit 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終わらせる時に、この項目を選択します 。 Save 
Changes & Exit を選択すると、ちの画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発 
性メモリ ） 内に保存して SETUP を終了し、 Express サーパは 
自動的にシステムを再起動します。 



Exit Without Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しな 
いで SETUP を終わらせたい時に、この項目を選択します。 
ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保をしないで 
SETUP を終わらせることができます。 「 Yes 」 を選択すると変 
要した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し 、 Express 
サーバは自動的にシステムを再起動します。 

Get Default Values 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時にこの項目 
を選択します 。 Get Default Values を選択すると、ちの画面 
が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 
「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異な 
る場合びあります。この項で説明している設定一覧を参 
照して使用する環境に合わせた設定に直す必要びありま 
す。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


ing Changes 
lues _ 


Configuration has not been saved! 
Save before exit! ng? 


Phoenix BIOS Setup Utility 


I Exit I 


ing Changes 
lues _ 


Load default configuration now? 


Load Previous Valu 白 s 

CMOS に値を保存する前に今回の変更を W 前の値に戻したい 
場合は、この項目を選択します 。 Load Previous Value を選 
択するとちの画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 
じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性 
メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します 。 Save 
Changes を選択すると、ちの画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発 
性メモリ）内に保存します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


ing Changes 
lues 


Load previous configuration now? 
[Yes] [No] 


Phoenix BIOS Setup Utility 


I Exit I 
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SCSI BIOS 〜 SCSI Se/ec 卜 


に CSISe / ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラほたはオプションボー 
ド上の SCSI コント□ーラ）じ対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊 
な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することがで 


きます。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用途 

SCSISetec 任ーティリティは、主に接続される SCSI 機器の転送速度の設をを行う場合(装置 
背面の SCSI コネクタじ接続したデバイスやデバイス増設ユニットに搭載した DAT 、 MO など 
のバックアップデバイス(八ードディスクを除く）を接続する場合）に使用します。 


M-O SCSI のコンフイグレーシヨンは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーテイリテイを起動し 
て設定しなければなりません。 Express サーバ内には SCSI コント□—ラび1つ搭載されて 
います。 

オプシヨンの SCSI コント□-ラボードを増設した場 S ま、 Express サーノ ' C 内蔵の SCSI コ 
ント□—ラに加え増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定び必要です。また、設定を変 
要するために使用するユーテイリテイも異なる場合びあります。 


マザーボード内蔵のコント□ーラに巧する設定 


Express サーバのマザーボードに搭載されている SCSI コント□ーラに対する設定の変更方法 
について説明します。 

M-O Express ヴーノ U こは、最新のノ（ージヨンの SCSISe / ec 口ーテイリテイびインス| -- ルさ 
れています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びありまず。本書と 
異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合ね 
せて < ださい。 


起動か5終了までの流れ 

SCSISe / e なユーティリティの起動から終了までの方まを次に示します。パラメータやその意 
□ホについては r パラメータの詳細」を参照してください。 

1 . Express サーバの電源を ON にする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


I 

I 増設した SCSI 


コント□ーラの枚数分表示されまず。 


Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS v2.55 
(c)1999 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <ctrl> <A> for SCSISelect(TM) U 址 ity! ^ ^ ^ 


154 














2 . < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 

SCSISe / e なユーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 


3 . 力ーソルキーを使って rBus : Device : Channel 」 ボックス内の r 01:04: A 」、 または「01:04ぉ」を選択 
して < Enter > キーを押す。 


You have an AIC-7899 
SCSI host adapter in your system. Move 
the cursor to the bus:device:channel to 
be configured and press <Enter>. 

<F5> - Toggle color/monochrome 


Bus:Device:Channel 

01:04:A 

01:04:B 


マザーボードの SCSI コント□-ラにはチャネルが 2 つあります。標準構成ではチャネル A (01:04: 
A ) は内蔵八ードディスク用コネクタを、チャネル目(01:04お)は装置背面の SCSI コネクタを示し 
ます。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4 . rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択して < Enter > キーを押す。 



「 Configuration 」 メニューを表示します。 


- Connguration - 

SCSI Bus Interface Definitions 

Host Adapter SCSI ID.7 

SCSI Parity Checking.Enabled 

Host Adapter SCSI Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Options.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration Options.Press<Enter> 

<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 


己.それぞれのパラメータについて設定する。 

1日6〜160ぺージ(こそれぞれのメニューの詳細を説明しています。説明を参照して、それぞれの 
パラメータを正しく設定してください。 

巨.設定を変更した6、変更内容の保存メッセージが表示されるまで < Esc > キーを押す。 


Save Changes Made? 
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7 . 設定内容に誤りがなければ ryes 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 

8 . J：i 下の終了メッセージが表示されるまで <Esc> キーを押す。 

Exit Utility? 

9 . 「 Yes 」 を選択し、 < Enter > キーを押して終了する。 


パラメータの詳細 


Express サーパに内蔵の SCSI コント□-ラの設をを変更する SCSISe / e なユーテイリテイに 
は、次のようなメニューとパラメータがあります。ここでの説明を参照して最適な状態に設 
定してください。オプションの SCSI コント□ーラ、およびに接続した SCSI 機器に対する設 
定については、「オプションボードのコント□ーラに対する設を」を参照してください。 

SCSI Bus Interface Definitions 

l"SCSI Bus Interface Definitions 」 にある 3 つの項目は、车ーボードの力ーソル(く ^ >キー/ 
く下 >羊一）で項目を選択してから、く Ente 「> 羊一を押して変更する項目を巧をします。パラ 
メータの選択はカーソル (く i >车 一/く t >羊 一） を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter SCSI ID 

〇〜 [7；| 〜 1 己 

r ?」 (こ設定してください。 

SCSI Parity 饥 ecking 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Host Adapter SCSI 
Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 


Additional Options 

「Additional Options 」 にある3つの項目はキーボードの力ーソル(く^ >羊一/く t >丰一 ） で項 
目を選択してから、 < Ente 「> 羊一を押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブメ 
ニューにある項目は车ーボードのカーソル（く1 >车一/く t >车一）で項目を選択してから、 
< Erite 「> 羊一を押して変更する項目を巧定します。パラメータの選択はカーソル(<1>丰一/ 
く个>丰一）を使用します。 

• Boot Device Options 

[Boot Device Options 」 に力ーソルを合わせて < Erite 「> 羊一を押すと次のような表示に 
変わります。 

= Boot Device Configuration 

Select SCSI peripheral from which to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 


Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 


—— Options Listed Below Has NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled —— 
Boot LUN Number .0 
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メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Boot Channel 

[A First ] 

B First 

「 A 円 rst 」 に設定してください。 

Boot SCSI ID 

[0] 〜 1 己 

「0」に設定してください。 

Boot LUN Number 

[0]-7 

「0」に設定してください。 


[]: 化荷時の設定 


• SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Enter 〉 羊一を押すと夕のような表 
示に変わります。 








SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) … 

--160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Onl-ionc 1 icI-oH Rolnuf Ma、,A NO PPPPTT if 1-ho RIOQ ic nical 




Enable Write Back Cache. 

--N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support ■ ■ ■ ■ 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) … 

--160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

.-Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

--N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support - … 

--No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー 内の機能と パラメータは 次ページの表のとおりです。 

I n-O 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲッ ト となる装置の SCSI ID を確認してか5 
設定を変更してください。 
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■: 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 

U 川け ies 」 を還がして < Enter > キーを押します。次のような SCSI ID をスキャンする画面が表 
示されます。 

Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 

スキャン後、々のような SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示されます。 

- Select SCSI Disk and press <Enter> - 


SCSI ID 

#0 

No device 

SCSI ID 

#1 

No device 

SCSI ID 

#2 

No device 

SCSI ID 

#3 

No device 

SCSI ID 

#4 

No device 

SCSI ID 

#5 

No device 

SCSI ID 

#6 

NEC GEM312R2 

SCSI ID 

#7 

AIC-7899 

SCSI ID 

#8 

No device 

SCSI ID 

#9 

No device 

SCSI ID 

#10 

No device 

SCSI ID 

#11 

No device 

SCSI ID 

#12 

No device 

SCSI ID 

#13 

No device 

SCSI ID 

#14 

No device 

SCSI ID 

#15 

No device 


この画面で追加したオプションの SCSI ID を確認してください。また、デバイスを還がして 
< Enter > キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 
( MB / Sec ) 

[160] 20.0 

80.0 16.0 

53.4 13.4 

40.0 10.0 

32.0 ASYN 

26.8 

通常は r 1 60」(こ設定してください。 

この値は接続するオプションによって変 
更が必要な場合があります。 

詳し<はオプションに添付の説明書を参照 
してください。 

Initiate Wide 

Negotiation 

[ Yes ] 

No 

接続した SCSI 機器が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 じ設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit 

Command 

[ Yes ] 

No 

八ードディスクに対して使用する場合は 
「 Yes 」 に設定して<ださい。それ] U かの場 
合は、「 N 0」に設定してください。 

Enable Write Back 

Cache 

Yes 

No 

[ N / C ] 

「 N / C 」 (こ設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Support 

Yes 

[ No ] 

「 N 0」(こ設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 (こ設定してください。 


]: 出荷時の設定 























• Advanced Configuration Options 

「Advanced Configuration Options 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 羊一を押すと次のよ 
うな表示に変わります。 

- Advanced Configuration Options - 


Plug and Play SCAM Support .Disabled 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended BIOS Translation for DOS Driver > 1 GByte.Enabled 

Verbose/Silent Mode.Verbose 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled —— 

Host Adapter BIOS .Enabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Inti3 Extensions .Enabled 


メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Plug and Play SCAM 

Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Disabled 」 に設定してください。 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < ひ 「 I >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Extended BIOS 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Verbose/Silent Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

「 Verbose 」 に設定してください。 

Host Adapter BIOS 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 IOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 (こ設定して 

ください。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスク外のコント□ーラ配下 
に接続した八ードディスクか 60 S を 
目〇饥する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 披;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□ーラの BIOS を 「 Disabled 」 
にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Support Removable 

Disks under BIOS as 

Fixed Disks 

[Boot Only ] 

All Disks 
[ Disabled ] 

rBus : Device:ChanneU で ro 1:04: A 」 を選 
択したときは 「Boot Only 」 (こ設定してく 
ださい。「01:04:目」を選択したときは 
「 Disabled 」 (こ設定してください。設定の内 
容をデフォルトにすると、どち6も 「Boot 
Only 」 じなりまず。このときは、「01:04:目」 
の方のみ 「 Disabled 」 じ変更してください。 

BIOS Support for 

Int 13 Extension 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 


[]: 化荷時の設定 


オプシヨンボードのコント □ ーラに巧する設定 


オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 機器に関する設定はオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 巨 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
卜□-ラに対する SCSISe / ec 口ーティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI コ 
ント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 
ド(31#1^ド(：1#2の順に表示されます。オプションによっては、画面の表示が異なる場合があ 
ります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添がの説明書を参照してください。 

デバイスに対する設をは、 W 下の表を参考にしてください。詳しくはデバイスに添付の説明 
書をご覧<ださい。 


デバイス 

タイプ 

型名 

Maximum Sync 
Transfer Rate 

Initiate Wide 
Negotiation 

MO 

内蔵 

N 81己 1-2 己 

20 

No (Ultra Narrow , SE ) 

DAT 

内蔵 

N 8151-12 BC 

10 

No (Fast Narrow , SE ) 

内蔵 

N 8151-26 

40 

Yes (Ultra Wide , LVD / SE ) 

内蔵(集合型） 

N 8151-13 AC 

10 

No (Fast Narrow , SE ) 

内蔵(集合型） 

N 8151-27 

40 

Yes (Ultra Wide , LVD / SE ) 

DLT 

内蔵 

N 8551-14 

10 

No (Fast Narrow , SE ) 

内蔵 

N 8151-17 

20 

Yes (Fast Wide , SE ) 

外付け 

N 8己 60-21 

20 

Yes (Fast Wide , DIF ) 

AIT 

内蔵 

N 8551-19 

20 

Yes (Fast Wide ， SE ) 

内蔵(集合型） 

N 855 1-20 

20 

Yes (Fast Wide , SE ) 

TRAVAN 

内蔵 

N 855 1-21 

10 

No (Fast Narrow , SE ) 


SE : Single-Ended 

LVD / SE : Low Voltage Differential / Single-Ended 
DIF : Differential 
























■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照してくだ 
さい。 


0 S が起動する前に Express サーバが動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーとく AI わ羊一を押 
しながら、 < Delete > キーを押してください。 Express サーバがリセットされます。 


-0 リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
^ まいまず。ハングアップしたとき ly がでリセットを行うときは、 Express サーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 


0 S から Express サーバをシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押して 
も電源を OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFR こな 
ります。履源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にし 
てください。） 


Bi 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 OS を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER/SLEEP ランプ 


フ□ントべゼルの 
マーキング 、 






n n 

n 

n n 

n n 

、の/ぶ 令 

0 

A 。/ 凹由 1 甲 

ACT/LINK 口 100 TX 


\L 




POWER スイ、ソチを 
4 秒 U 上押し続ける 


強制電源 OFF 


■ J セツ 
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CMOS • パスワードのクリア 


Express サーバ自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、 Express サーバ内部 
のデータを第三者から保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、 Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行い 
ます。 



CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS のクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイ、ソチを 
操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 



M-O その他のジャンノくの設定は変更しないでください。 Express ヴーノ ' I ’ の故障や誤動作の原因 
となります。 


• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設定） 

• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（化荷時の設定) 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 


1. 104ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 110ぺージ参照）。 

2 . トップカバーを取り外す（111ページ参照)。 

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

I w-oira 

I ♦ Express ヴーバのジャンパピン（ピン11 -12) に付いているクリップを使用してください。 
I • クリップをなくさないようま意してください。 

4. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST を終了した6、電源を OFF (こする。 

巨. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして設定し直す。 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。 


ピン11 



ピンに 





(S)0 

A A 

C 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ拟降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート （ PCI ) 

11 

ESMINT/PCI 

4 

COM 1シリアルポート （ PCI ) 

12 

マウス 

5 

PCI ( LPT 2 パラレルポート） 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

プライマリ I DE に D - R 0 M ドライブ） 

7 

( PCI / LPT 1 パラレルポート） 

15 

- 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 


出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定:は、目 IOS セットアップメニュ ー KETUP 」 で変更できます。詳しくは131ぺージを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

オンボード SCSI (チヤネル A ) 

PCI IRQ 2 

オンボード SCSI (チヤネル B ) 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN 1 

PCI IRQ 4 

オンボード GA 

PCI IRQ 5 

PCI ス □、ソ ト #1 (INT A ) 

PCI IRQ 6 

PCU □、ソ ト #2 (INT A ) 

PCI IRQ 7 

オンボード LAN 2 

PCI IRQ 8 

未使用 

PCI IRQ 9 

PCI ス □、ソ ト #1( INTB)、PCI ス □、ソ ト #2( INTC ) 

PCI IRQ 10 

PCI ス □、ソ ト #1 ( INTO、PCI ス □、ソ ト #2( INTD ) 

PCI IRQ 11 

PCI ス □、ソ ト #1( INTD )、 PCI ス □、ソ ト #2 (INT 目） 
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♦ I / O ポートアドレス 

Express サーバでは、 I / O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用チップ 

00-1 F 

8ビット DMA コント□ールレジスタ 

20 - 21 

マスター8259プ□グラミングインタフェース 

2 E - 2 F 

コンフィグレーシヨン 

40-43 

82己4プ□グラミングインタフェース 

60 

キーボード/マウス 

61 

NMI ステータスレジスタ 

64 

キーボード/マウス 

70-71 

NMI イネーブルレジスタ/リアルタイムク□ック 

80 - 8 F 

16ビット DMA コント□ールレジスタ 

A 0- A 1 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

C 0 -DF 

DMA コント□ーラページレジスタ 

E 0 - E 9 

ベースアドレスレジスタ 

F 0 

リセ、ソト IRQ 13 

F 1 -FE 

論理デバイスコンフィグレーシヨン 

170 -177 or BAR 2 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□ックレジスタ 

1 F 0 -1 F 7 or BARO 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

278 - 27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート2 

376 or BAR 3 

EDMA 2 互換モードセカンダリコント□-ルブ□ックレジスタ 

370 - 377 

(フ□、ソピーディスクドライブ2 )、 IDE 2 

378 -37 F 

(パラレルポート 2) 

3 B 0 - 3目目 

VGA 

3目 C - 3 BE 

(パラレルポート 1) 

3 C 0 - 3 DF 

VGA 

3 E 8 - 3 EF 

(シリアルポート） 

3 F 6 or BAR 1 

EDMA 2 互換モードプライマリコント□-ルブ□ックレジスタ 

3 F 0 - 3 F 7 

フ□、ソピーディスクドライブ1、 IDE 1 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート1 

40 B 

DMA 1 拡張ライトモードレジスタ 

4 D 0 

マスター8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 1 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 6 

DMA 2 拡張ライトモードレジスタ 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングデータレジスタ 

C 14 

PCI エラーステータスレジスタ 

C 49 

アドレス/ステータスコント□ール 

C 4 A 

立ち上がり時間 （Rise Time ) カウンターバリユー 

C 己2 

ミ凡用 レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジスタ 

C 6 F 

その他コント□—ルレジスタ 

CA 2- CA 3 

IPMKIPMI KCS インタフェース） 

CA 4- CA 5 

IPMKSMI インタフェース） 

CA 6- CA 7 

IPMKSCI / SWI インタフてース） 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフィグレーシヨンスペース 

CF 9 

リセ、ソトコント□ール 

F 己0 - F 己8 

ミ凡用チップセレクト 

BAR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数(こよって任意(こ設定されます。 


八—ドウ H ア編 


16 己 






Mem ひ 


166 



























